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－
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14 市からのお知らせ

80 年前の深夜、 この鮫島

海岸で緑
みどり

十
じゅう

字
じ

機
き

が不時着

し、 住民の救援が歴史を

動かしました。 祖母と孫娘

が海を見つめる姿は、 戦

争の記憶を語り継ぎ、 平和

を次世代へとつなぐ想いが

込められています。

３ 特集

磐田の海で 終戦への 想い
〝

をつないだ緑十字機

25 相談窓口＆救急医療情報

30 健幸plus＋/暮らしplus＋

34 イワタノゴハン

26 みんなで子育て／いっしょに読もっ

12 トピック

知っていますか？蛍光灯の２０２７年問題

〝

（−１０６人）

(−61人）

(−45人）

※住民基本台帳調べ （外国人市民含む）

※ （　） 内は前月比

人口 164,657人

男　　83,209人

女　　81,448人

世帯 72,001世帯 （±

0

世帯）

人の動き（６月末現在）

【市役所本庁舎】

毎週木曜日 午後5時15分〜7時

毎月第2日曜日 午前8時30分〜正午

※市民課では旅券業務など一部の業務は取り

扱いできません。 市民税課では一部の証明

書発行業務を取り扱っています

問市民課　 ☎ 37-4816　ＦＡＸ 37-2871

市民税課☎ 37-3767　ＦＡＸ 33-7715

市民課・市民税課の時間外窓口

広報紙をもっと楽しむ

各情報にある 「ページ番号」 を市ホームページ

の 「ページ番号検索」 に入力して検索すると、

簡単に目的のページを探すことができます。

ホームページ連携

ページ番号 1000038

広報いわたをスマートフォンな

どで読めるアプリ「広報プラス」

をぜひご利用ください。

広報プラス ページ番号 1011301

▲広報プラス

地域情報サイト「いーわいわた」

▲いーわいわた

誰でも情報を投稿・発信ができる

地域情報サイト「いーわいわた」を

ぜひご利用ください。

市税の納期限

納付は、 口座振替やスマートフォン決済が便利です。

問収納課☎ 37-4810 ＦＡＸ 36-6310

国民健康保険税 （第３期）

【９月３０日㈫】

磐田市LINE公式アカウント

▲市公式LINE

防災情報やお知らせ、イベント情

報など、さまざまな情報を配信し

ています。受信設定で、通知を希

望するカテゴリーを選択受信でき

ます。ぜひご登録ください。

PB
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https://www.city.iwata.shizuoka.jp/shiseijouhou/kouhou_kouchou/kouhou_iwata/1011301.html
https://www.citydo.com/prf/shizuoka/iwata/
https://lin.ee/wLNmWax


磐
田
の
海
で 

終
戦
へ
の″
想
い
”を
つ
な
い
だ
緑
十
字
機

昭
和
20
年
８
月
20
日
深
夜
、
戦
争
を
終
結
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
文
書
を
運
ぶ

１
機
の
飛
行
機
が
鮫
島
海
岸
に
不
時
着
し
た —

—

特 
集
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進
駐
を
３
日
繰
り
下
げ
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。
ま
た
、
戦
争
を
正
式
に
終
結
さ

せ
る
た
め
の
書
類
と
し
て
、
降
伏
文
書
、

降
伏
に
関
す
る
天
皇
の
詔
し
ょ
う

書し
ょ
、
降
伏
実
施

に
関
す
る
陸
海
軍
総
命
令
第
一
号
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
、
交
渉
を
終
え
る
と
、
正
式

な
終
戦
手
続
き
を
早
期
に
進
め
る
た
め
、

軍
使
た
ち
は
マ
ニ
ラ
か
ら
早
急
に
経
由
地

の
伊
江
島
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
伊
江
島
を
出
発
す
る
間
際
、

１
機
の
緑
十
字
機
が
故
障
し
て
し
ま
い
ま

す
。
緑
十
字
機
は
残
り
の
１
機
で
軍
使
の

半
数
を
乗
せ
、
先
行
し
て
木
更
津
へ
向
か

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
、
徹
底
抗
戦
を
叫
ぶ
一
部
部

隊
か
ら
の
攻
撃
を
避
け
る
た
め
、
本
土
上

空
を
飛
行
す
る
囮
お
と
り

機き

を
発
進
さ
せ
つ
つ
、

２
機
の
緑
十
字
機
は
、
木
更
津
か
ら
南
に

迂う

回か
い
す
る
ル
ー
ト
で
伊
江
島
へ
向
か
い
ま

し
た
。

　

伊
江
島
か
ら
米
軍
機
に
乗
り
換
え
、
マ

ニ
ラ
に
到
着
し
た
軍
使
た
ち
は
、
最
高
機

密
の
進
駐
日
程
（
８
月
23
日
に
連
合
国
軍

進
駐
軍
の
先
発
隊
が
到
着
、
８
月
26
日
に

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
厚
木
基
地
に
到
着
、
８

月
28
日
に
調
印
）
を
連
合
国
側
か
ら
知
ら

さ
れ
ま
し
た
が
、
交
渉
の
結
果
、
連
合
国

 

昭
和
20
年
８
月
15
日
、
玉
音
放
送
で
日

本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
無
条
件

降
伏
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
部
の
陸
海
軍
部
隊
は
、
連

合
国
軍
と
の
徹
底
抗
戦
を
叫
ん
で
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
ソ
連
軍
は

正
式
な
終
戦
で
な
い
中
、
樺か
ら

太ふ
と

の
日
ソ
国

境
を
突
破
し
南
下
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
日
本
は
連
合

国
側
と
終
戦
処
理
に
つ
い
て
具
体
的
な
手

続
き
を
し
て
、
早
急
に
降
伏
文
書
へ
調
印

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
連
合
国
軍
最
高
司

令
官
の
命
令
に
よ
り
、
マ
ニ
ラ
へ
軍
使
一
行

を
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
の
軍
使
を
木
更
津
か

ら
中
継
地
で
あ
る
沖
縄
の
伊い

江え

島じ
ま

へ
運
ん
だ

の
が
２
機
の
「
緑
十
字
機
」
で
す
。

　

緑
十
字
機
は
、
連
合
国
側
の
指
示
に
よ

り
「
全
面
を
白
色
に
塗
り
、
胴
体
の
中
央

部
に
大
き
な
緑
十
字
を
描
け
」
と
さ
れ
ま

し
た
。「
緑
十
字
機
」
と
い
う
名
称
は
こ
れ

に
由
来
し
ま
す
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受じ
ゅ
諾だ
く

▲伊江島を離陸し木更津へ向かう緑十字機

軍
使
た
ち
を
運
ぶ
緑み

ど
り

十じ
ゅ
う

字じ

機き

マ
ニ
ラ
か
ら
降
伏
文
書
を
運
ぶ

入り混じる終戦への  想い″
〜 80 年前の舞台裏〜

″
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復路復路

伊江島伊江島

鮫島鮫島
木更津木更津

往路往路

　

８
月
28
日
、
台
風
の
影
響
に
よ
り
予
定

よ
り
２
日
遅
れ
て
、
連
合
国
進
駐
軍
の
先

発
隊
は
厚
木
飛
行
場
へ
到
着
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
８
月
30
日
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
厚
木
飛
行
場
へ
降
り
立
ち
、「
無
血
進
駐
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
２
日
、
東
京
湾
の
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ

号
で
連
合
国
の
代
表
が
降
伏
文
書
に
調
印

し
、
正
式
に
戦
争
が
終
わ
り
ま
し
た
。
こ

の
後
、
旧
ソ
連
軍
は
北
海
道
の
直
前
ま
で

迫
っ
て
い
ま
し
た
が
、
終
戦
の
た
め
攻
撃

を
停
止
し
ま
し
た
。

▲降伏文書（外務省外交史料館所蔵）
　�日本が無条件降伏を受け入れること

を正式に宣言し、全ての戦争行為の
停止や日本が連合国軍最高司令官の
命令に従うことが明記されています

◀︎緑十字機の飛行ルート
　�往路は一部部隊（厚木航空隊）からの攻

撃を避けるため南に迂回するルートで 2
機の緑十字機が木更津から伊江島へ向か
いました。復路は故障した機体を伊江島
に残し、１機のみが海岸沿いのルートで、
木更津へ向いましたが鮫島海岸で不時着
しました

　

伊
江
島
を
離
陸
し
た
緑
十
字
機
は
、
海

岸
沿
い
の
ル
ー
ト
で
木
更
津
へ
向
か
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
８
月
20
日
深
夜
、
軍
使
を
乗

せ
た
緑
十
字
機
は
燃
料
切
れ
の
た
め
鮫
島

海
岸
に
不
時
着
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
時
、
不
時
着
の
現
場
を
見
か
け
た
鮫
島

地
域
の
住
民
た
ち
は
、
す
ぐ
に
救
援
に
あ

た
り
ま
し
た
。
こ
の
救
援
に
よ
り
、
軍
使

た
ち
は
、
現
在
の
竜
洋
袖
浦
公
園
に
あ
っ

た
飛
行
学
校
の
ト
ラ
ッ
ク
で
代
替
飛
行
機

の
あ
る
浜
松
飛
行
場
へ
速
や
か
に
移
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

浜
松
飛
行
場
は
、
ほ
と
ん
ど
の
飛
行
機

が
富
山
県
へ
避
難
し
て
い
ま
し
た
が
、
１

機
だ
け
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
飛
行

機
を
修
理
し
、
浜
松
飛
行
場
を
離
陸
し
て
、

８
月
21
日
朝
、
調
布
飛
行
場
へ
到
着
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
軍
使
た
ち
は
、
連
合
国
か
ら

受
け
取
っ
た
降
伏
文
書
な
ど
の
重
要
な
書

類
を
政
府
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚木基地厚木基地・・

・・

・・
・・

鮫
島
海
岸
に
不
時
着

戦
争
の
終
わ
り
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　父は緑十字機が不時着した時、警防団の年番でした。警
防団詰所で夜警をしていた他の団員から飛行機が落ちたこ
とを聞くと、現場へ駆けつけ、海岸で軍使たちを救援し、
緑十字機の須

す

藤
どう

機長を連れて電話のある鮫島集落に向
かったそうです。
　この出来事を多くの人に知ってもらい、語り継ぐことや
平和を守り続けることが、私たちの使命だと感じています。

　今から 80 年前の昭和 20 年８月 20 日、1 機の緑十字機が鮫島海岸へ不時着しました。今回、軍使
たちを救援した当時の鮫島の住民やその親族の方々に話を聞きました。
　緑十字機不時着は、市民でも広く知られたものではありません。そのような中で、当時の出来事を
知る人、語り継がれた人たちのそれぞれの想いがありました。

緑十字不時着を語り継ぐ会　代表

　曽祖父は当時、鮫島海岸で干しているイワシが盗まれない
ように浜小屋の近くで番をしていたようです。その際に、飛
行機の不時着と軍使たちの声に気づき、鮫島の警防団へ飛
行機が落ちたことを知らせに走ったそうです。
　曽祖父が日本の歴史に少しでも関わったことを名誉に思
います。これからもこの歴史を語り継ぎながら、さまざま
な形で地域に貢献できたらと考えています。

　私の祖父は、分団長として他の団員と一緒に警防団詰所
で夜警をしていたそうですが、漁師の大橋政治さんから飛
行機が落ちたという話を聞くと、直ちに警防団員の指揮を
執ったそうです。分団長だったので各団員へ指示を送った
と思います。
　終戦につながる出来事が磐田市で起こったことを市民の方
に伝えていきたいと思います。

語り継がれた者たちの 想い″

大橋 大
だ い

輔
す け

さん 警防団へ不時着を伝えた漁師 大橋 政
まさ

治
じ

 
さん（当時 52 歳）のひ孫48 歳

山中 康
や す

広
ひ ろ

さん 警防団員の指揮をとった警防団分団長 
山中 早

さ
苗
なえ

 さん（当時 45 歳）の孫69 歳

中
な か

田
た

 智
と も

久
ひ さ

さん 鮫島海岸で軍使たちを救援した警防団員 
中田 正

まさ
行
ゆき

 さん（当時 18 歳）の息子68 歳

歴史を語り継ぎながら地域に貢献

磐田市で起こったことを市民へ伝えていきたい

語り継ぐこと、平和を守ることが使命

〜受け継いだ使命〜
″
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　当時、私は学生で軍需工場に動員されていましたが、８
月 16 日から家へ戻っていました。私の家は鮫島で「太田屋」
という屋号で雑貨店をしていました。太田屋の前には、火
の見櫓

やぐら

があって、その横に警防団の詰所がありました。あ
の夜、疲れ果てて眠っていましたが、雨戸を叩く音で目が

　飛行機が落ちたということで、父は浜に向かい、途中で
軍使たちとすれ違ったそうです。浜に着くと機体は潮が引
いた波打ち際にあり、そのうちに飛行機の周りに何人かの
村人が集まってきたため、しばらくの間、不時着した飛行
機周辺の警備にあたったそうです。
　父が関わったこの出来事は、私の同窓生でも知る人は少な
いので、私のできる範囲で伝えていきたいと思っています。

覚めました。軍使の 1 人が家の中に入ってきて「夜が明ける前に帰りたいので、なんとかして下さい」
と言っていました。農協に勤めていた兄は、母に言われて農協の鍵を持って出かけて行きました。し
ばらくして、軍使たちが店の中に入ってきました。私は母に言われて恐る恐るお茶を出しました。
　私の行動が少しでも世の中の役に立っていたならうれしいです。

　飛行機が不時着した時、私の父は山中分団長と警防団詰
所で夜警をしていたそうです。救援した軍使たちを電話機
のある農業会鮫島出張所へ案内すると、軍使たちは「早く
東京に帰らないと大変なことになる」と話していたそうで
す。またしばらくして、軍使たちがやってきて、「電話は
ありますか」と聞かれたので、電話のある場所へ案内する

※�天皇の命令を伝えるために、天皇から派遣する使者のこと

と、電話機を使って「勅使※だ」「勅使だ」と話していたそうです。その後、軍使たちは雑貨屋の「太
田屋」に戻り、しばらくしてトラックが到着し、最後に敬礼して出発したそうです。
　私の父でなくても、磐田の人は人情味があって、困っている人を助けたい気持ちを誰もが持ってい
ると思うので、同じことをしたと思います。

私のできる範囲で伝えていく

困っている人を助けたい気持ちは
誰もが持っている

平和な世の中が続いて欲しい

山中 眞
し ん

二
じ

さん 緑十字機の周辺の警備にあたった警防団員
山中 義

よし
夫
お

 さん（当時 17 歳）の息子69 歳

鈴木 良
よ し

直
な お

さん 軍使たちを電話機へ案内した警防団員
鈴木 邦

くに
夫
お

 さん（当時 17 歳）の息子70 歳

岡本 妙
みょう

子
こ

さん 雑貨屋の「太田屋」で軍使たちへお茶を
提供したご本人（当時 16 歳）96 歳



緑十字不時着を語り継ぐ会　代表

中田 智久 さん

語り継ぐ者たちの 想い″

　

緑
十
字
機
不
時
着
か
ら
72
年
経

過
し
た
平
成
29
年
８
月
、
鮫
島
自

治
会
に
よ
っ
て
記
念
碑
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
碑
は
、
当
時
の
歴
史

的
出
来
事
を
後
世
に
語
り
継
ぐ

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た

訪
れ
る
人
々
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

し
て
佇た

た
ずみ
、
記
念
碑
に
刻
ま
れ
た

文
字
は
、
市
民
が
終
戦
の
一
端
を

担
っ
た
誇
り
と
平
和
へ
の
願
い
を

語
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
11
月
１
日
、
鮫
島
海

岸
で
起
き
た
終
戦
に
つ
な
が
る

重
要
な
出
来
事
や
、
平
和
の
大
切

さ
を
市
民
な
ど
に
広
く
伝
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
民
団
体

と
し
て
の
「
緑
十
字
機
不
時
着
を

語
り
継
ぐ
会
（
緑
語
会
）」
が
発

足
し
ま
し
た
。

　

緑
語
会
は
、
講
演
会
や
現
地
観

光
、
現
地
案
内
な
ど
多
彩
な
活
動

で
緑
十
字
機
の
歴
史
を
広
く
伝
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
緑
十
字
機
が

飛
び
立
っ
た
伊い

江え

村そ
ん

と
の
交
流
も

深
ま
り
、
令
和
２
年
に
は
「
伊
江

島
緑
十
字
機
を
語
る
会
」
が
発
足

し
、
そ
の
年
の
８
月
20
日
、
紙
飛

行
機
を
磐
田
市
へ
向
け
て
飛
ば
す

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
伊
江
村
か

ら
の
平
和
へ
の
願
い
が
海
を
越
え

て
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

令
和
６
年
に
は
伊
江
村
か
ら
ハ
イ

ビ
ス
カ
ス
１
２
０
鉢
が
市
内
小
学

校
へ
寄
贈
さ
れ
、
交
流
が
一
層
進

展
し
て
い
ま
す
。

　
「
緑
十
字
機
不
時
着
を
語
り
継

ぐ
会
」
の
代
表
を
務
め
る
中
田

智
久
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
り
ま

す
。「
磐
田
の
住
民
の
支
援
に
よ

り
終
戦
処
理
が
進
み
、
現
在
の
平

和
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
郷
土
の
誇
り
で

あ
り
ま
す
」

緑
十
字
機
不
時
着
の
碑

緑
十
字
機
不
時
着
を
語
り
継
ぐ
会

多
彩
な
活
動

〜次世代へ、海を超える平和の絆〜
″
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　講演会や現地案内、イベントを開催し、動画や
地図、写真や模型を使いながら、分かりやすく伝
えています。

校に贈られました。先祖が緑十字機の乗組員を救
援した 1 人の大橋奈々さんは「平和の想いが込め
られた大切なハイビスカスだと感じます。平和を
忘れずに過ごしたいです」と話しました。大橋さ
んは、自宅の庭でもハイビスカスを育てています。

伊江村の特産品であるハイビスカスが市内小学

　伊江村へ訪問した際には伊江村の職員たちによる歓迎を受けまし
た。令和 2 年 8 月 20 日には、昭和 20 年８月 20 日に緑十字機が伊
江島を飛び立ったように、18 時 40 分に伊江村で紙飛行機を飛ばし、
同日 23 時 55 分には鮫島海岸でもイベントを開催しました。



先人たちが終戦への
一翼を担った誇りを持って

これからの未来へ

　

平
成
28
年
６
月
、
私
が
鮫
島
自

治
会
長
の
時
に
テ
レ
ビ
の
取
材
が

き
た
こ
と
で
、
緑
十
字
機
不
時
着

の
出
来
事
を
知
り
ま
し
た
。
振
り

返
る
と
、
こ
の
時
は
こ
の
よ
う
な

活
動
を
自
分
が
す
る
こ
と
に
な
る

こ
と
は
想
像
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

周
囲
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、
自

治
会
内
に
歴
史
の
特
別
部
会
を
つ

く
り
、
鮫
島
海
岸
に
記
念
碑
を
建

て
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
寄
付

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
市
内
の
人
た

ち
だ
け
で
な
く
、
市
外
、
県
外
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
感
じ
た
皆

さ
ん
の
大
き
な
期
待
に
、「
私
が
や

る
し
か
な
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

緑
十
字
機
不
時
着
の
出
来
事
は
、

磐
田
市
民
で
も
知
っ
て
い
る
人
が

少
な
い
歴
史
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

人
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
ま

だ
ま
だ
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、

磐
田
市
の
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

　

今
後
は
地
域
活
性
化
を
目
指
し

て
歴
史
を
観
光
化
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
観

光
を
目
的
に
、
磐
田
市
に
来
て
も

ら
い
、
歴
史
を
学
び
、
体
感
し
、

経
済
も
、
想
い
も
地
域
還
元
す
る

仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
後
世
へ
の

伝
承
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
が
大
切
で
す
。

緑十字機不時着を語り継ぐ会
発起人
三浦 晴

は る

男
お

さん 76 歳

緑十字機不時着を語り継ぐ会を立
ち上げ、さまざまな活動を通じて、
歴史や平和の継承に尽力している

緑十字機がつないだ 想い″を形あるものへ

磐
田
市
の
歴
史
を

多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
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戦
争
の
終
結
は
、
た
だ
単
に
戦
闘
の

停
止
だ
け
で
は
な
く
、
平
和
な
時
代
の

幕
開
け
で
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
20
年

８
月
15
日
の
玉
音
放
送
か
ら
、
９
月
２

日
に
降
伏
文
書
へ
調
印
す
る
ま
で
、
当

時
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を

持
っ
て
、
行
動
し
た
結
果
が
終
戦
へ
導

き
、現
在
の
平
和
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

戦
後
80
年
が
経
過
し
、
戦
争
を
体
験

し
た
世
代
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
や
中

東
の
紛
争
な
ど
、
争
い
は
絶
え
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、
こ
れ

ら
の
歴
史
を
知
る
私
た
ち
は
、
過
去
の

教
訓
を
次
世
代
に
伝
え
、
平
和
の
価
値

を
守
り
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

戦
争
の
悲
惨
さ
や
苦
し
み
を
忘
れ
ず
、

未
来
に
向
け
て
希
望
を
も
っ
て
歩
む

姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
語
り
継
が
れ
る
歴
史
と
そ
れ
に

紐
づ
く
想
い
は
、
単
な
る
記
録
で
は
な

く
、
私
た
ち
自
身
の
意
識
と
行
動
を
促

す
原
動
力
と
な
り
、
形
あ
る
も
の
と
し

て
残
り
、
次
世
代
へ
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
︱
。

　

緑
十
字
機
を
知
っ
た
き
っ
か
け

は
、
旧
見
付
学
校
で
展
示
さ
れ
て

い
た
緑
十
字
機
の
尾
翼
を
見
た
と

き
で
す
。
そ
こ
に
は
、
簡
単
な
説

明
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私

は
そ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
調
べ
始
め
た
と
こ
ろ
、
現
在

の
日
本
の
歴
史
の
教
科
書
で
も
記

載
さ
れ
て
い
な
い
話
で
あ
り
、
歴

史
に
埋
も
れ
た
出
来
事
で
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
後
に
、

降
伏
軍
使
を
乗
せ
て
、
日
本
の
命

運
を
か
け
て
飛
行
し
た
緑
十
字
機

は
、
日
本
海
軍
の
太
平
洋
戦
争
に

お
け
る
最
後
の
任
務
で
も
あ
り

ま
し
た
。
私
は
緑
十
字
機
の
歴
史

を
、
ど
う
に
か
し
て
次
の
世
代
の

人
た
ち
に
語
り
継
ぎ
た
い
と
の
想

い
で
、
調
べ
上
げ
、
書
籍
に
ま
と

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
の
人
た

ち
に
も
、
緑
十
字
機
不
時
着
の
歴

史
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
歴
史
に

関
心
を
持
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
の
日
本

の
平
和
が
、
先
人
た
ち
の
想
い
で

つ
な
が
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

感
じ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

【写真提供】　外務省外交史料館、岡部 英一、緑十字機不時着を語り継ぐ会

【参考文献】　河辺 虎四郎  『河辺虎四郎回想録』   毎日新聞社 (1979)
　　　　　　須藤 伝  「第十五　緑十字機を操縦して」  安藤信雄 (編)   『海軍中攻史話集』中攻会 (1980)
　　　　　　岡部 英一  『緑十字機決死の飛行』  静岡新聞社 (2017)

岡部 英
え い

一
い ち

さん 74 歳

郷土史研究家

磐
田
市
に
誇
り
を

持
っ
て
欲
し
い

磐田市の 3 つの歴史（不
ふ

昧
ま い

と宗
そ う

雅
が

と見付宿、緑十字機 決死の飛行、
一言坂の戦い）を研究している

緑十字機がつないだ 想い″を形あるものへ″
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知っていますか？

蛍光灯の 2027 年問題
問環境課　☎ 37-4874　FAX 37-5565　ページ番号 １０１4652

蛍
光
灯
の
２
０
２
７
年
問
題
と
は

２
０
２
３
年
に
開
催
さ
れ
た

「
水
銀
に

関
す
る
水
俣
条
約
第
５
回
締
約
国
会
議
」

で
、
２
０
２
７
年
末
ま
で
に
全
て
の
一
般

照
明
用
蛍
光
灯
の
製
造

・
輸
出
入
を
廃
止

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
決
定
を
受
け
、
国
内
で
製
造
す
る

主
要
メ
ー
カ
ー
も
２
０
２
７
年
末
ま
で
の

生
産
終
了
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
い
い
の
?

家
庭
や
事
務
所
な
ど
で
一
般
的
に
使
用

さ
れ
て
い
る
蛍
光
灯
照
明
器
具
は
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
器
具
へ
の
計
画
的
な
更
新
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
廃
止
期
限
後
も
、
す
で
に
使
用

し
て
い
る
蛍
光
灯
の
継
続
使
用
や
在
庫
品

の
購
入
は
可
能
で
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
す
れ
ば
良
い
の
?

現
在
使
用
し
て
い
る
照
明
器
具
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
、
蛍
光
灯
ラ
ン
プ
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ

ン
プ
に
交
換
す
る
場
合
は
、
組
み
合
わ
せ

が
適
切
で
な
い
場
合
に
落
下
や
火
災
な
ど

の
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

古
い
照
明
器
具
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具

へ
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

５台交換した場合

9,180 円 おトク

家計にも環境にもやさしい

ココがスゴイぞ！ LED 照明
LED 照明は、 蛍光灯に比べ省エネ効果が高く寿命が極めて長い

ため家計にやさしく、 二酸化炭素排出量の削減にもつながります。

① LED は電気代がとってもおトク

消費電力の例

② LED はとっても長持ち

ランプ寿命の例

※グラフの数値は例であり、 製品や使用条件により異なります

出典 ： 日本照明工業会 「住まいの照明 省エネ BOOK 【LED　Q&A】」 を基に算出

CO2 も 145kg 削減！

交換頻度は

10 年に 1 回

年間

蛍光灯

LED

トピック

蛍光灯

LED 40,000 時間

約 6.6 倍

６,000 時間

34W

６８W

約１/2 の消費電力！
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家庭の蛍光灯照明器具を LED 照明器具に買い替えた方へ購入費の一部を補助します　

LED 照明器具とは
ランプとそれを支えるフレームや部品を含めた照明

全体のこと。 LED ランプ （LED 電球や LED 蛍光灯

など） のみは、 補助金の対象外です。

補助金額

購入費合計額 （複数台可） 補助金額

１万円以上２万円未満 5 千円

２万円以上４万円未満 1 万円

４万円以上 2 万円

対象者
申請日時点で磐田市に住民票登録があり、 市税の滞

納がない方

※ 1 世帯につき申請は 1 回限りです

申請期間
令和 7 年 9 月 1 日㈪～令和 8 年 1 月 9 日㈮

※ 予算がなくなり次第受付終了

※ 郵送の場合は 1 月 9 日㈮必着

申請方法
必要書類を添えて、 電子申請または郵送でキャンペー

ン事務局へ。 キャンペーンの詳細は、 市ホームページ

でご確認ください

※ 環境課や支所窓口での受付は実施しません

下記全ての項目を満たす場合が対象です。

□　省エネ基準達成率※１が 100 パーセント以上　　　

（目標年度 2020 年度のもの）

□　旧照明器具から買い替えた

□　申請者が自ら居住する建物に設置した

□　屋内に固定して使用する

□　新品でリースやレンタルではない

□　製造事業者による製品保証がある

□　購入期間（令和7年4月1日～令和8年1月9日）

に市内の店舗で購入した

□　上記を確認できる書類がある （レシート、保証書、

設置後の写真など）

※１省エネ基準達成率とは

製品の省エネ性能を示す基準です。 統一ラベルや

製品カタログで確認できます。

こちらで確認！

☎　０５０- ５７９９- ２９２０

月曜～金曜　午前 9 時～午後 6 時 （年末年始 ・ 祝日は除く）

郵送先　〒 420-0857　静岡県静岡市葵区御幸町８−１ JADE ビル３F

いわた LED 照明買替キャンペーン事務局お問い合わせは事務局へ

ト
ピ
ッ
ク　

知
っ
て
い
ま
す
か
？　

蛍
光
灯
の
2
0
2
7
年
問
題

補助対象経費
LED 照明器具の購入費合計額 ( 実際の支払い額 )

※ 消費税や工事費、 ポイント利用による値引額など

    は含みません

対象製品チェックリスト

▲ホームページ▲電子申請

LED に切り替えのチャンスは今！

いわた LED 照明買替キャンペーン

https://www.city.iwata.shizuoka.jp/kurashi_tetsuzuki/kankyou_hozen/kankyou/1015406.html
https://logoform.jp/f/Oedry


国
勢
調
査
２
０
２
５
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
あ
な
た
の
回
答
か
ら

総務課

（豊田支所）

0538-37-2120

0538-37-2123

☎

FAX

回
答
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

９
月
20
日
㈯
〜
10
月
８
日
㈬

②
調
査
票

（紙
）
回
答

10
月
１
日
㈬
〜
10
月
８
日
㈬

注
意
事
項

•
調
査
員
は
必
ず
顔
写
真
付
き
の
調
査
員
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す

•
世
帯
収
入
に
関
す
る
質
問
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
収
入
を
聞
く
な
ど
の
不
審
な

「
か
た
り

調
査
」
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

一
人
一
人
の
回
答
が
地
域
の
未
来
を
つ
く
り

ま
す
。
国
勢
調
査
2
0
2
5
へ
の
ご
協
力
を
ぜ
ひ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課　

統
計
グ
ル
ー
プ

☎
０
５
３
８
ー
37
ー
２
１
２
０

国
勢
調
査
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
ー
02
ー
５
９
０
１

国
勢
調
査
と
は

日
本
に
住
む
全
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
に
し

た
日
本
で
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
日
本

の
人
口
、
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
５
年
に
１
度
実
施
さ
れ
ま
す
。

回
答
結
果
は
、
地
域
の
医
療
や
教
育
、
福
祉
、

防
災
な
ど
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
づ
く
り
に
幅
広
く
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

調
査
内
容

年
齢
、
性
別
、
職
業
な
ど
全
17
問

※
単
身
世
帯
の
場
合
、
回
答
に
か
か
る
時
間

は
約
10
分
で
す

調
査
の
流
れ

•
９
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問

し
、
調
査
票
を
配
布
し
ま
す

•
訪
問
時
に
、
世
帯
主
の
氏
名
や
世
帯
員
数
を

お
聞
き
し
ま
す

•
不
在
の
世
帯
に
は
、
調
査
書
類
を
郵
便
ポ
ス

ト
な
ど
に
配
布
し
ま
す

•
未
回
答
の
世
帯
に
は
調
査
員
が
再
度
訪
問
し
、

回
答
の
確
認
や
調
査
票
の
回
収
を
し
ま
す

回
答
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
回
答
可
能
で
す

②
調
査
票

（紙
）
回
答

配
布
さ
れ
た
調
査
票
に
記
入
の
う
え
、
ポ

ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い

※
回
答
内
容
は
厳
重
に
管
理
さ
れ
、
統
計
以

外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が

か
ん
た
ん
・
便
利
で
お
す
す
め
で
す
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
な
ら
、
お
持
ち

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
か
ら
回
答
が
で
き
る
た
め
、
24
時

間
い
つ
で
も
お
好
き
な
時
間
に
回
答
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▲国勢調査イメージ

   キャラクター
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取
り
組
も
う
！
健
幸
づ
く
り

考
え
よ
う
！
地
域
の
医
療

９
月
は

『地
域
医
療
を
考
え
る
月
間
』
で
す

健康増進課

（i プラザ３階）

0538-37-2013

0538-35-4586

☎

FAX

大
切
な
の
は
一
人
一
人
の
思
い
や
り

磐
田
市
を
含
む
中
東
遠
地
域
は
、
医
師
な

ど
の
医
療
従
事
者
が
他
と
比
較
し
て
少
な
い

地
域
で
す
。
地
域
で
安
心
安
全
な
医
療
を
受

け
続
け
る
た
め
に
、
市
民
一
人
一
人
が
健
幸

づ
く
り
に
取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、
上
手
な
医

療
の
か
か
り
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
や
、

も
し
も
の
と
き
に
備
え
て
人
生
の
最
終
段
階
に

お
け
る
医
療
・
ケ
ア
を
事
前
に
考
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

健
幸
づ
く
り
と
は

一
人
一
人
が
、
心
身
の
健
康
を
基
盤
と
し

て
、
生
き
が
い
や
希
望
を
持
ち
、
自
分
ら
し

く
幸
せ
に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
で
す
。

一
人
一
人
の
健
幸
づ
く
り
の
重
要
性

人
生
1
0
0
年
時
代
の
到
来
が
予
測
さ
れ

る
な
か
、
市
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
い
き
い

き
と
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
一
人
一
人

が

「自
ら
の
健
康
は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
意

ページ番号

1012384

識
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
常
的
な
運
動
習
慣
や
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
質
の
よ
い
睡
眠
な
ど
で
生

活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
定

期
的
な
健
康
診
断

・
検
診
を
受
け
、
病
気
の
予

防
や
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

上
手
な
医
療
の
か
か
り
方

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

・
症
状
に
応
じ
た
病
院
、
診
療
所
に
か
か
り
ま

し
ょ
う

・
救
急
車
を
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
使
う
の
は
や
め

ま
し
ょ
う

・
緊
急
時
を
除
い
て
、
夜
間
や
休
日
の
救
急
外

来
へ
の
コ※

ン
ビ
ニ
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

※
仕
事
を
休
め
な
い
、
日
中
は
混
ん
で
い
る

な
ど
、
自
己
都
合
で
救
急
外
来
を
受
診
す

る
こ
と

「地
域
医
療
い
わ
た
」
の
活
動

 

市
民
団
体

「
地
域
医
療
い
わ
た
」
は
、
市
民

と
医
療
の
架
け
橋
と
し
て
、
平
成
25
年
か
ら
地
域

医
療
を
支
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医

療
、
健
康
、
看
取
り
に
関
す
る
勉
強
会
や
情
報

交
換
会
な
ど
、
自
身
の
生
活
の
質
を
高
め
る
機
会

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

 

最
近
で
は
A※

C
P

（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
）
講
座
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
地
区

の
サ
ロ
ン
な
ど
で
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
健
康
増
進
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
を
事

前
に
考
え
、
家
族
や
医
療
チ
ー
ム
と
話
し
合
い
、

共
有
す
る
取
り
組
み

▲地域医療いわたの皆さん

市
は
、
市
民
が
健
康
で
い
き
い
き
と
幸

せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
令
和
６

年
４
月
に

「
磐
田
市
健
幸
づ
く
り
及
び
地

域
医
療
を
守
り
育
む
条
例
」
を
制
定
し
ま

し
た
。
本
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
一
人
一

人
が
健
幸
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
、
踏
み

出
す
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
に
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

現
役
医
師
か
ら
健
診
や
医
療
機
関
を

上
手
に
使
う
小
技
集
や
、
毎
日
の
歯
磨
き

の
よ
う
に
健
幸
習
慣
を
続
け
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
管
理
術
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

と　

き　

９
月
14
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

（開
場
午
後
０
時
30
分
）

　

と
こ
ろ　

ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
ゆ
や
ホ
ー
ル

　

定　

員　

先
着
３
０
０
人

　

参
加
費　

無
料

　

申　

込　

９
月
８
日
㈪
ま
で
に
電
子
申
請

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
は
電
話
で
健
康
増
進
課
へ

　

そ
の
他　

健
康
ブ
ー
ス
の
出
展
あ
り

▲電子申請

磐
田
で
健
幸
革
命　

〜
こ
こ
で
し
か
聞
け

な
い

「健
幸
の
コ
ツ
」
伝
授
し
ま
す
〜
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的
に
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
収
集
再
開
の
お
知
ら
せ
が
あ
る
ま
で
、
集

積
所
へ
の
ご
み
出
し
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

収
集
は
、
生
ご
み
や
使
用
済
み
の
紙
オ
ム

ツ
、
携
帯
ト
イ
レ

（
凝
固
剤
で
適
切
に
処
理
さ

れ
た
も
の
）
な
ど
の

「
可
燃
ご
み
」
か
ら
、
順

次
再
開
し
て
い
き
ま
す
。
収
集
再
開
の
お
知
ら

せ
を
確
認
し
た
後
に
、
ご
み
集
積
所
へ
出
し
て

く
だ
さ
い
。

台
風
な
ど
で
出
た
ご
み

大
規
模
災
害
で
は
な
い
も
の
の
、
台
風
な

ど
の
影
響
で
屋
外
に
あ
っ
た
も
の
が
破
損
す
る

な
ど
思
わ
ぬ
ご
み
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
ご
み
は
通
常
ど
お
り
分
別
し
た

上
で
指
定
さ
れ
た
収
集
日
に
、
地
域
の
ご
み
集

積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

強
風
な
ど
で
自
分
の
敷
地
に
飛
来
し
た
ト

ページ番号

1005984

災
害
時
の
ご
み
収
集

ごみ対策課

（磐田市クリーンセンター内）

0538-37-4812

0538-36-9797

☎

FAX

近
年
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
地
震
な
ど

に
よ
る
災
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
災
害
時
に
は
、
通
常
の

「
生
活

ご
み

（
家
庭
ご
み
）」
の
他
に
、
大
量
の

「
災

害
廃
棄
物
」
が
発
生
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
災

害
に
備
え
、
こ
れ
ら
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

荒
天
時
の
生
活
ご
み
の
収
集

大
雨
、
洪
水
な
ど
に
よ
る
道
路
封
鎖
や
大

規
模
地
震
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
崩
壊
な
ど

の
非
常
事
態
を
除
き
、
荒
天
時
で
も
基
本
的

に
生
活
ご
み
は
収
集
し
ま
す
。

た
だ
し
、
暴
風
時
の
ご
み
出
し
は
、
ご
み

の
散
乱
や
飛
来
物
に
よ
る
け
が
の
危
険
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
で
な
い
場
合
は
次
回
の
収

集
日
に
出
す
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

生
活
ご
み
の
収
集
が
停
止
し
た
場
合

大
規
模
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
時
は
、
被

災
の
状
況
に
よ
り
生
活
ご
み
の
収
集
が
一
時

ご
み
の
取
り
扱
い
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

各
自
治
会
な
ど
で
あ
ら
か
じ
め
災
害
廃
棄
物

を
一
時
的
に
出
せ
る
場
所
や
出
し
方
な
ど
を

話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

ご
み
の
分
別
看
板

地
域
で
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
場
を
設
置
す

る
場
合
で
も
、
分
別
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

各
自
治
会
で
分
別
看
板
の
活
用
を
検
討
さ

れ
て
い
る
場
合
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
（
A
3
版
）

し
た
分
別
用
の
看
板
を
提
供
し
ま
す
。
自
治
会

で
必
要
数
な
ど
を
取
り
ま
と
め
て
ご
み
対
策
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

タ
ン
な
ど
所
有
者
不
明
の
ご
み
（
飛
来
ご
み
）
に

つ
い
て
も
通
常
の
分
別
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
ご

み
集
積
所
へ
の
ゴ
ミ
出
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
廃
棄
物
の
処
分

災
害
廃
棄
物
と
は
、
大
規
模
な
災
害
な
ど

に
よ
り
壊
れ
た
家
具
や
家
電
、
家
屋
の
損
壊
で

発
生
し
た
木
く
ず
、
金
属
く
ず
、
瓦
な
ど
の
こ

と
で
す
。
こ
う
し
た
災
害
廃
棄
物
は
広
範
囲
で

大
量
に
発
生
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
は
、
市
が
必
要
に
応
じ
災

害
廃
棄
物
の
仮※

置
場
を
設
置
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
仮
置
場
に
は
必
ず
分
別
し
て
か
ら
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
設
置
状
況
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
災
害
廃
棄
物
を
分
別
、
保
管
、
処
理
す
る

た
め
に
一
時
的
に
集
積
す
る
場
所

仮
置
場
ま
で
運
べ
な
い
場
合

仮
置
場
ま
で
遠
い
な
ど
の
理
由
で
運
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い
時
は
、
自
治
会
な
ど
で
定
め
た

地
域
の
公
会
堂
や
空
き
地
な
ど
に
ま
と
め
て
く

だ
さ
い
。
市
で
順
次
回
収
し
ま
す
の
で
、
ご
み

対
策
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

▲分別して出された災害廃棄物
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災
害
時
に
助
け
合
え
る
地
域
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

☎

FAX

危機管理課

（防災センター２階）

0538-37-2116

0538-32-0177

　

９
月
７
日
㈰
は
総
合
防
災
訓
練
の
統
一
実

施
日
で
す

（
地
域
に
よ
り
実
施
日
が
異
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
）。

　

各
自
治
会

（
自
主
防
災
会
）
の
防
災
訓
練

に
参
加
し
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

倒
壊
し
た
建
物
な
ど
か
ら
救
出
さ
れ
た
約
２
万

７
千
人
の
う
ち
、
８
割
が
近
隣
住
民
な
ど
に
よ

る
救
助
で
し
た
。
地
域
住
民
に
よ
る
救
助
活
動
・

応
急
救
護
は
、
よ
り
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に

重
要
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
災

害
時
の
対
応
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
災
害
に

強
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
で
呼
び
掛
け
て
防
災
訓
練
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

ページ番号

1001494

ページ番号

1008954

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
と
は

 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
前
兆
の
可
能
性
が
あ
る

異
常
現
象
が
観
測
さ
れ
、
通
常
よ
り
発
生
の
可

能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
場
合
に
、

気
象
庁
が
発
表
す
る
情
報
で
す
。
発
表
時
の
代

表
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「
巨
大
地
震
警
戒
」

「
巨
大
地
震
注
意
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

巨
大
地
震
へ
の
対
応
を
事

前
に
促
し
、
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
の
情
報
で
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
発
表
時
の
行
動

①
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

 

（巨
大
地
震
警
戒
）

 

地
震
に
対
す
る
備
え
の
再
確
認
に
加
え
、

事
前
避
難
対
象
地
域
内
に
お
住
ま
い
で
、
地

震
発
生
後
の
避
難
で
は
間
に
合
わ
な
い
可
能

性
の
あ
る
方
は
事
前
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

 

（巨
大
地
震
注
意
）

 

異
常
現
象
発
生
か
ら
２
時
間
程
度
〜
１
週

今
回
の
訓
練
で
の
重
点
項
目

・
安
否
確
認
訓
練

・
家
庭
で
の

「備
え
」
に
関
す
る
啓
発

・
共
助

（
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
）
に
よ
る
救
助
活
動
や
応
急
救
護
の
実
施

・
人
材
台
帳(

技
能
や
資
格
、
多
様
な
経
験
を

持
っ
た
自
主
防
災
会
員
の
名
簿)

の
作
成
、

整
備

「家
庭
防
災
の
日
」
が
変
わ
り
ま
す

　

市
と
市
自
治
会
連
合
会
は
、
自
助

（
自
分

の
命
は
自
ら
守
る
）
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、

東
日
本
大
震
災
発
災
日
の
３
月
11
日
を

「
家

庭
防
災
の
日
」
に
定
め
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
は
総
合
防
災
訓
後
の
防
災
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
期
間
に
家
庭
で
の
備
え
を
再
確

認
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
９
月
の
第
３
日
曜
日

に
変
更
し
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が

発
表
さ
れ
た
ら

☎

FAX

危機管理課

（防災センター２階）

0538-37-2114

0538-32-0177

大
規
模
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

自
治
会
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

ページ番号

1011550

▲静岡県

   ホームページ

間
程
度
は
、
地
震
に
対
す
る
備
え
の
再
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

事
前
避
難
対
象
地
域
と
は

 

巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
が
想
定
さ
れ

る
津
波
避
難
対
象
地
区
で

す
。
対
象
地
域
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

避
難
先
に
つ
い
て

 

「
巨
大
地
震
警
戒
」
が
発
表
さ
れ
た
場
合
の

避
難
先
は
、
家
族
、
知
人
宅
な
ど
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
困
難
な
方
の
た
め

に
公
的
な
避
難
先
と
し
て

「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊

田
」
と

「
磐
田
市
総
合
体
育
館
」
を
指
定
し

て
い
ま
す
。

※
避
難
生
活
に
必
要
な
水
や
食
料
、
日
用
品

な
ど
は
各
自
で
用
意
し
ま
す

※
通
常
の
地
震
の
場
合
は
、
開
設
さ
れ
る
地

域
の
避
難
所
な
ど
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い

▲ホームページ
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第
３
回 

子
ど
も
お
店
チ
ャ
レ
ン
ジ

わ
く
わ
く
創
業
塾

☎

FAX

0538-37- ４８１９

0538-37- ５０１３

わ
く
わ
く
創
業
塾
と
は

創
業
の
仕
組
み
を
体
験
的
に
学
ぶ
全
３
回
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
実
際
に
金
融
機
関
か
ら
開

業
資
金
の
融
資
を
受
け
、
販
売
品
目
の
生
産
過

程
の
見
学
や
実
際
の
販
売
体
験
な
ど
を
通
じ
て

創
業
の
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。

対　

象　

小
学
校
５
・６
年
生　

15
人

参
加
費　

２
千
円

（3
回
分
）

申　

込　

10
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
子
申
請

ページ番号

1015531

創
業
か
ら
商
売
ま
で
の
仕
組
み
を
体
験
で
学
ぼ
う

見
付
天
神
裸
祭
と
同
日
開
催

う
ま
い
も
ん
市

経済観光課

（西庁舎１階）

0538-37- ４８１９

0538-37- ５０１３

☎

FAX

み
ん
な
で

『
う
ま
い
も
ん
市
』
へ
出
か
け
よ
う
！

見
付
天
神
裸
祭
は
、
見
付
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
矢や

奈な

比ひ

賣め

神
社
の
祭
礼
で
、
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
歴
史
あ
る
見
付
天
神
裸
祭
に
合
わ
せ

て
、
「う
ま
い
も
ん
市
」
を
開
催
し
ま
す
。

う
ま
い
も
ん
市

友
好
都
市
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
27
日
㈯

午
後
６
時
〜
9
時(

雨
天
決
行)

と
こ
ろ　

J
A
遠
州
中
央
見
付
支
店　

駐
車
場

（見
付
１
２
７
３

－

１
）

注
意
事
項

・ 
午
後
６
時
か
ら
翌
日
午
前
１
時
ま
で
見
付
本

通
り
周
辺
は
車
両
通
行
止
め
で
す
。
ご
来
場

は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

・ 

祭
典
の
日
程
な
ど
詳
し

く
は
見
付
天
神
裸
祭

保
存
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

特
産
品
販
売

玉た
ま

野の

市(

岡
山
県)

駒こ
ま

ヶが

根ね

市(

長
野
県) 

※
掲
載
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
取
扱
商

品
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

※
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
品
切
れ
の

際
は
ご
了
承
く
だ
さ
い

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１
日
目

と
き
／
11
月
29
日
㈯

①
午
前
９
時
30
分
～
正
午

②
午
後
1
時
〜
4
時

内
容
／
①
海
老
芋
農
家
見
学

（子
ど
も
の
み
）

※
農
家
へ
は
バ
ス
で
移
動

②
親
子
で
商
売
と
お
金
に
つ
い
て
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
で
学
ぶ

２
日
目

と
き
／
12
月
13
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
４
時

内
容
／
販
売
準
備

（看
板
・
掲
示
物
を
制
作
）

３
日
目

と
き
／
12
月
14
日
㈰

午
前
８
時
～
午
後
１
時
30
分

内
容
／
軽
ト
ラ
市
で
実
際
に
販
売
体
験

問
い
合
わ
せ

ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田

☎
0
5
3
8

－

36

－

８
３
８
１

 ▲見付裸祭保存会

　  ホームページ

▲電子申請

経済観光課

（西庁舎１階）

▲第２回わくわく創業塾の様子

▲海苔

▲大
おお

薮
やぶ

みかんジュレ

▲ソースかつ弁当

▲牛乳パン
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土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

近
年
、
局
地
的
な
大
雨
や
台
風
に
よ
る
浸
水

被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
る
自
助
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

「
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
方
法
／
窓
口
で
申
請
書
を
記
入
し
土

の
う
袋
を
受
け
取
っ
て
、
本
庁
舎
や
各
支
所

の
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
ご
自
身
で
土

の
う
を
作
製　

▼
そ
の
他
／
土
の
う
袋
は
１

世
帯
に
つ
き
20
袋
ま
で　

▼
窓
口
／
道
路
河

川
課
お
よ
び
各
支
所
の
市
民
生
活
課
(
閉
庁

日
は
本
庁
舎
お
よ
び
各
支
所
の
宿
直
)

問○
道
路
河
川
課
☎
37

－

４
８
０
８

　
　
　
　
　
　

℻
32

－

３
９
４
８

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
1
1
4
8

在
宅
介
護
手
当
の
支
給

　

市
は
、
介
護
者
の
慰
労
と
要
介
護
者
の
在

宅
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
在
宅
介
護
手
当
を

支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
／
令
和
６
年
4
月
1
日
〜
令
和
７
年

3
月
31
日
の
間
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

継
続
し
て
該
当
し
た
方
を
1
8
0
日
以
上
在

宅
で
介
護
し
た
方　

①
要
介
護
2
で
重
度
の

認
知
機
能
の
低
下
と
判
定
さ
れ
た
方　

②
要

介
護
3
〜
5
の
方　

③
②
の
う
ち
、
重
度
の
認

知
機
能
の
低
下
と
判
定
さ
れ
た
方　

▼
支
給
額

／
①
②
2
万
円　

③
4
万
円　

▼
申
請
方
法

／
９
月
中
旬
、
対
象
の
可
能
性
が
あ
る
要
介
護

者
宛
て
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
通
知
の
案
内

に
沿
っ
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

問○
高
齢
者
支
援
課
☎
37

－

4
8
6
9

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

6
4
9
5

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
1
8
9
1

使
用
済
み
ペ
ン
な
ど
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
ま
し
た

　

ご
家
庭
で
処
分
に
困
っ
て
い
る
使
用
済
み

ペ
ン
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
筆
記
用
具
の

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
本
庁
舎
南
側
出
入
口
・

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

▼
利
用
で
き

る
方
／
市
民
(
事
業
所
や
店
舗
は
対
象
外
)　

▼
回
収
対
象
品
／
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
マ
ー
カ
ー
、

サ
イ
ン
ペ
ン
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
、
修
正

テ
ー
プ
な
ど　

▼
回
収
で
き
な
い
も
の
／
鉛

筆
、
の
り
、
消
し
ゴ
ム
、
定
規
、
筆
箱
、
金
属

が
主
で
あ
る
筆
記
用
具
な
ど　

問○
ご
み
対
策
課
☎
37

－
4
8
1
2

　
　
　
　
　
　

℻
36

－
9
7
9
7

令
和
７
年
度　

就
学
時
健
康
診
断

　

令
和
８
年
度
に
市
内
小
学
校
へ
入
学
す
る

子
ど
も
(
平
成
31
年
４
月
２
日
〜
令
和
２
年
４

月
１
日
生
ま
れ
)
を
対
象
と
し
た
就
学
時
健
康

診
断
を
10
月
〜
11
月
に
各
小
学
校
で
実
施
し

ま
す
。
詳
細
は
9
月
以
降
、
郵
送
で
通
知
し
ま

す
。
学
校
に
よ
り
実
施
日
や
受
付
時
間
な
ど

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
通
知
書
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

実
施
日
時
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問○
学
校
教
育
課
☎
37

－

4
9
2
3

　
　
　
　
　

   

℻
36

－

3
2
0
5

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
０
７
２
８
０

8
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

　

高
温
多
湿
の
夏
場
は
、
感
電
や
電
気
事
故

が
最
も
多
い
時
期
で
す
。
こ
の
た
め
、
経
済
産

業
省
の
提
唱
の
も
と
８
月
を
「
電
気
使
用
安
全

月
間
」
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
注
意
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
ン
ト
や
プ
ラ
グ
は
定
期

的
に
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

問○
(
一
財
)
中
部
電
気
保
安
協
会

　

☎
0
1
2
0

－

4
５
0

－

０
３
５

　

℻
０
５
３
７

－

24

－

3
2
7
8

健
けん

幸
こう

ないわた ・ 健康長寿を目指して

令和７年度　市内の長寿の状況

喜寿（ 77歳）  2,720人（男 1,272人、女 1,448人）

米寿（ 88歳）  963人（男 374人、女 589人）

百寿（100歳）  89人（男 15人、女 74人）

101歳以上  123人（男 16人、女 107人）

※上記は年度内に年齢に達する方です

※6月末日現在の状況です

※市内最高齢の方は、男111歳、女109歳です

※現在は祝日の「敬老の日」と老人福祉法の「老人の日・老人週間」

が併存しています

　平成13年の老人福祉法の改正で、９月15日が「老人

の日」、同月21日までが「老人週間」と定められました。

これは、昭和26年に「としよりの日・としよりの週間」

として、全国各地でさまざまな運動が展開されたこと

がはじまりです。

　平均寿命が80歳を超える今日において、多年にわた

り地域や社会に貢献してこられた高齢者を敬うととも

に、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせる社会

の実現を目指していきましょう。

　健幸とは「健康は幸せの源であり、生涯を通じて健康

で生きがいを持ち、幸せな生活を営んでいる」という考

え方による造語です。

お
知
ら
せ



※掲載内容は７月31日時点の情報です21
広
報 20

広
報2025年（令和7年）8月号 2025年（令和7年）8月号

 
 

▲ホーム
   ページ

【
磐
田
地
区
巡
回
バ
ス
検
診
】

結
核
健
診
、
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

▼
と
き
／
９
月
中
旬
〜
10
月
下
旬　

▼
対
象
／

市
内
在
住
で
本
年
度
40
歳
以
上
に
な
る
方　

▼

受
診
費
用
／
結
核
健
診
・
肺
が
ん
検
診
（胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
:
無
料　

喀
か
く
た
ん痰

検
査
希
望
者
:

７
０
０
円
(
受
診
日
当
日
の
年
齢
が
75
歳
以
上
の

方
は
５
０
０
円
)　

大
腸
が
ん
検
診
（検
便
2
日

法
）
:
５
０
０
円　

▼
申
込
方
法
／
初
め
て
受

診
す
る
方
・
令
和
２
年
以
前
に
受
診
し
た
方
:

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
電
子
申
請
ま
た
は
電

話
で
健
康
増
進
課
へ　

令
和
３
年
度
〜
令
和
６

年
度
に
受
診
し
た
方
:
申
し
込
み
は
不
要
。
磐
田

地
区
の
検
診
開
始
ま
で
に
受
診
票
を
送
付
し
ま

す　

▼
そ
の
他
／
検
診
日
時
、
検
診
会
場
に
つ
い

て
は
、
受
診
票
に
同
封
す
る
通

知
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
健
康
増
進
課
☎
37

－

2
0
1
1

　
　
　
　
　
　

℻
35

－

4
5
8
6

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
3
1
8
9

Sス

ポ
P
O
☆
C

カ

ル
U
L 　
I
W
A
T
A

指
導
者
・
参
画
団
体
募
集

　
市
が
進
め
る
中
学
校
の
部
活
動
改
革
で
、

令
和
８
年
９
月
よ
り
休
日
の
部
活
動
を
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
「
S
P
O
☆
C
U
L　

I
W
A
T
A
」

へ
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
で
中
学
生
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
指

導
者
、
部
活
動
に
は
な
か
っ
た
種
目
な
ど
の

ク
ラ
ブ
を
開
設
し
よ
う
と
お
考
え
の
団
体
・

グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
に
際
し
、
募
集
要
項
や
活
動
の
概
要
、

令
和
８
年
９
月
か
ら
の
ク
ラ
ブ
設
置
案
な
ど

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問○
放
課
後
活
動
課
☎
37

－

４
８
２
８

          　
　
　

  

℻
36

－

１
５
１
７

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
2
6
5
6

Ｂ
Ｐ
１
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
募
集

　

B
P
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
初
め
て
の
お
子
さ

ん
を
育
て
る
お
母
さ
ん
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
)
を
実
施
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
次
の
養
成
講
座
を
受
講
し
、
本
市
で

の
Ｂ
Ｐ
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
事
し
て
い
た
だ

け
る
方
が
対
象
で
す
。

▼
と
き
／
12
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰　

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
６
時　

▼
と
こ
ろ
／
神
奈
川

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
(
横
浜
市
中
区
尾
上
町

５-

80
)　

▼
対
象
／
①
60
歳
以
下
の
女
性　

②
専
門
職
(
保
健
師
・
保
育
士
・
助
産
師
な
ど
)

お
よ
び
子
育
て
支
援
に
関
わ
っ
て
い
る
方　

③
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方　

▼

募
集
人
数
／
１
人
(
応
募
者
多
数
の
際
は
選

考
)　

▼
申
込
／
10
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話
で

こ
ど
も
若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー
へ　

▼
そ
の
他

／
講
座
の
受
講
に
か
か
る
交
通
費
・
宿
泊
費
は
、

市
で
負
担
し
ま
す

問○
こ
ど
も
若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

☎
37

－

２
０
１
２　

℻
37

－

２
８
１
２

令
和
８
年
度
採
用

市
立
総
合
病
院
職
員
を
募
集

▼
採
用
職
種
／
①
救
急
救
命
士　

②
臨
床
検

査
技
師　

▼
受
験
資
格
／
①
昭
和
60
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
当
該
免
許
取
得

者
ま
た
は
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
当
該

免
許
取
得
予
定
者　

②
平
成
７
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
当
該
免
許
取
得
者
ま

た
は
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
当
該
免
許

取
得
予
定
者　

▼
採
用
日
／
令
和
８
年
４
月

１
日　

▼
募
集
人
数
／
①
②
１
人　

▼
試
験

日
／
10
月
4
日
㈯　

▼
募
集
締
切
／
9
月
12

日
㈮
午
後
４
時
ま
で　

▼
そ
の
他
／
応
募
条

件
、
応
募
書
類
な
ど
詳
し

く
は
、
市
立
総
合
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

問○
病
院
総
務
課
☎
38

－

5
0
3
2

          　
　

  

℻
38

－

5
0
5
0

東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校 

令
和
８
年
度

入
学
生
募
集

（社
会
人
入
学
試
験
）

▼
募
集
人
数
／
看
護
学
科
(
修
業
年
限
3
年
)

若
干
名　

▼
対
象
／
大
学
・
短
期
大
学
卒
業

(
見
込
)
を
含
む
高
卒
既
卒
以
上
の
方　

▼
受

験
資
格
／
①
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方　

②
磐
田
市
、
掛
川
市
、
袋
井
市
、

御
前
崎
市
、
菊
川
市
、
森
町
(
以
下
「
管
内
6

市
町
」
と
い
う
)
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方　

③
令
和
７
年
３
月
以
前
に
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
方　

④
入
学
試
験
に
合
格
し
た
場
合
、

必
ず
入
学
す
る
方
(
他
校
と
の
併
願
は
不
可
)　

⑤
卒
業
後
は
、
管
内
６
市
町
の
医
療
機
関
に

就
業
す
る
意
志
を
持
つ
方　

▼
試
験
会
場
／

東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校
(
袋
井
市
上
田

町
２
６
７
番
地
の
30
)　

▼
出
願
期
間
／
9
月

16
日
㈫
〜
10
月
２
日
㈭　

午
後
5
時
15
分
必

着　

▼
そ
の
他
／
試
験
日
程
な
ど
詳
し
く
は
、

東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い　

問○
東
海
ア
ク
シ
ス
看
護
専
門
学
校

　

☎
43

－

8
1
1
1　

℻
43

－

8
1
2
2

放
送
大
学
10
月
入
学
生
を
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
学
べ
る
通
信
制
大
学
で
す
。
幅
広
い

約
３
０
０
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
出
願
期
間
／
第
１
回
:
8
月
29
日
㈮
ま
で　

第
２
回
:
8
月
30
日
㈯
〜
9
月
11
日
㈭　

▼
そ

の
他
／
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
資
料
請
求
(
無
料
)

は
、
電
話
で
放
送
大
学
浜
松

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
へ

問○
放
送
大
学
浜
松
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　

☎
0
5
3

－

4
5
3

－

3
3
0
3

　

℻
0
5
3

－

4
5
3

－

3
3
2
7

▲ホーム
   ページ

▲電子申請

▲ホーム
   ページ

募
集

https://logoform.jp/f/1FkxI
https://www.hospital.iwata.shizuoka.jp/recruit/
https://axis-ns.jp/
https://www.ouj.ac.jp/
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静
岡
県
立
工
科
短
期
大
学
校

令
和
8
年
度
入
学
生
の
募
集

▼
静
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
定
員
／
機
械
・
制
御
技
術

科
:
30
人　

電
気
技
術
科
、
建
築
設
備
科
:
各

20
人　

▼
沼
津
キ
ャ
ン
パ
ス
定
員
／
機
械
・
生

産
技
術
科
、
電
子
情
報
技
術
科
、
情
報
技
術

科
:
各
20
人　

▼
受
験
料
／
1
万
8
千
円　

▼

出
願
受
付
期
間
／
第
１
回
:
(
事
業
主
推
薦
・

学
校
長
推
薦
)
９
月
17
日
㈬
〜
10
月
1
日
㈬　

第
２
回
:
(
事
業
主
推
薦
・
学
校
長
推
薦
・
一
般
)

11
月
19
日
㈬
〜
12
月
3
日
㈬　

第
３
回
:
(
一

般
)
１
月
14
日
㈬
〜
1
月
28
日
㈬　

▼
試
験
日

程
／
第
１
回
:
10
月
11
日
㈯　

第
２
回
:
12
月

13
日
㈯　

第
３
回
:
２
月
7
日
㈯　

▼
試
験
科

目
／
推
薦
:
面
接　

一
般
:
数
学
Ⅰ
、
面
接　

▼
試
験
会
場
／
静
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
(
静
岡
市
清

水
区
楠
1
6
0
)　

▼
そ
の

他
／
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
静
岡
県
立
工
科
短
期
大
学
校
静
岡
キ
ャ
ン

パ
ス

　

☎
0
5
4

－

3
4
5

－

2
0
3
2

　

℻
0
5
4

－

3
4
5

－

2
9
2
1

し
ず
お
か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
張

「
就
職
・
転
職
相
談
会
」
in
磐
田

　

自
分
に
ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
方
や
転
職
に
自
信
が
持
て
な
い

方
向
け
に
出
張
「
就
職
・
転
職
相
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
応
募
書
類
の
書
き
方
な
ど
を

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
直
接
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。

▼
と
き
／
①
８
月
28
日
㈭　

②
９
月
３
日
㈬

両
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
4
時　

▼
と
こ

ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

▼
申
込
／
専
用
サ

イ
ト
か
ら
申
し
込
み　

▼
そ
の
他
／
予
約
優

先
。
予
約
な
し
で
も
当
日
相

談
可
能
。
相
談
時
間
は
1
人

40
分
ま
で

問○
し
ず
お
か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西
部

　

☎
０
５
３

－

４
５
４

－

２
５
２
３

外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
の

今
、
こ
れ
か
ら
〜
当
事
者
の
声
を
聴
こ
う
〜

　

外
国
ル
ー
ツ
の
若
者
の
体
験
談
を
聞
き
、

寄
り
添
い
方
を
考
え
ま
す
。
講
座
終
了
後
に
、

令
和
８
年
度
J
S
L
サ
ポ
ー
タ
ー
(
学
習
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援
者
)
に
つ
い
て
の
説
明

も
行
い
ま
す
。

▼
と
き
／
9
月
2
日
㈫　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

▼
定
員

／
30
人　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
８
月

31
日
㈰
17
時
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

子
申
請
で　

▼
そ
の
他
／

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
(
一
社
)
磐
田
国
際
交
流
協
会

　

☎
・
℻
37

－

4
9
8
8

里
親
相
談
会

　

里
親
制
度
へ
興
味
関
心
の
あ
る
方
に
対
し
、

制
度
説
明
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
／
９
月
３
日
㈬　

午
後
2
時
〜
4
時　

▼
と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館　

展
示
室　

▼
申

込
／
不
要
、
当
日
直
接
会
場
へ(

予
約
も
可)

問○
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
た
よ
り

　

☎
24

－

7
9
5
1　

℻
23

－

0
5
3
5

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
6
9
7
2

静
岡
産
業
大
学

「ヨ
ガ
教
室
」

▼
と
き
／
９
月
８
日
㈪
、
29
日
㈪
、
10
月
６
日

㈪
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪
、
11
月
10
日
㈪
、
17
日
㈪
、

12
月
１
日
㈪　

午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
静
岡
産
業
大
学
磐
田
キ
ャ
ン
パ

ス　

▼
内
容
／
ヨ
ガ
を
中
心
と
し
た
ス
ト
レ
ッ

チ
や
筋
ト
レ　

▼
定
員
／
先
着
30
人　

▼
申
込

／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込　

▼
参
加
費
／

１
回
あ
た
り
７
０
０
円　

▼
そ
の
他
／
初
回

に
限
り
無
料
で
体
験
可
能
。
初
心
者
、
途
中
参

加
大
歓
迎
。
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

問○
静
岡
産
業
大
学
磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　

☎
37

－

３
８
５
３

▲専用サイト

▲ホーム
   ページ

▲ホーム
   ページ

▲ホーム
   ページ

 
防衛省 （自衛隊） 採用試験 

募集職種 応募資格 応募期限

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の者 ９月２日㈫

自衛官候補生

防衛大学校
18歳以上21歳未満の者

10月16日㈭

防衛医科・看護 10月３日㈮

航空学生

高卒（見込み含む）

海：23歳未満の者

空：24歳未満の者

８月29日㈮

※入隊時期は令和８年３月下旬〜４月上旬です

※採用上限年齢が 33 歳未満に引き上げられました

( 航空学生を除く )

※試験会場：浜松合同庁舎、浜松総合庁舎、航空自

衛隊浜松基地、静浜基地（受付時にお知

らせします）

※採用試験について詳しくは、自衛隊静

岡地方協力本部ホームページまたはお

電話で自衛隊袋井地域事務所へ

問○自衛隊袋井地域事務所　☎・℻ 43 − 3717

▲ホーム
   ページ

催
し

https://www.mod.go.jp/pco/sizuoka/jieikanbosyu/index.html
https://scot.ac.jp/
https://jobsta.resv.jp/
https://www.iwataice.jp/news/20250723-5764/
https://www.ssu.ac.jp/study-region/sports-club/yoga/
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障
が
い
者
就
職
面
接
会

　

就
職
希
望
の
障
が
い
者
と
企
業
と
の
個
別

相
談
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
／
9
月
11
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
〜
４

時　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

▼
対
象

／
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
登
録
を
し
て
い
る
方　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

問○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
磐
田
☎
32

－

６
１
８
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

７
４
４
７

第
１
回
転
職
・
再
就
職
相
談
カ
フ
ェ

　

正
社
員
を
募
集
し
て
い
る
市
内
企
業
と
カ

フ
ェ
形
式
の
就
職
相
談
会
と
転
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
／
９
月
13
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜

５
時　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

▼

対
象
／
転
職
・
再
就
職
を
希
望
す
る
概
ね
55

歳
ま
で
の
方　

▼
参
加
企
業
／
市
内
の
企
業

15
社
程
度　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／

９
月
12
日
㈮
ま
で
に
専
用
サ
イ
ト
内
イ
ベ
ン

ト
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
で　

▼
そ
の
他
／

県
外
在
住
の
方
な
ど
、
当
日
会
場
に
足
を
運

ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
方
に
向
け
て
、
ウ
ェ
ブ

相
談
を
実
施
予
定
。
詳
し
く

は
専
用
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い

問○
㈱
東
海
道
シ
グ
マ

　

☎
０
５
4

－
2
7
2

－

0
2
0
6

 

　

℻
０
５
4

－

2
5
2

－

3
0
0
1

　

 経
済
観
光
課
☎
37

－

4
8
1
9

 

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

5
0
1
3

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
１
３
８
５
１

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
就
職
相
談
面
接
会

　

あ
な
た
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
ぴ
っ
た
り
な

就
職
先
に
出
会
え
る
相
談
会
で
す
。
採
用
担
当

者
と
直
接
お
話
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
出
張
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
や
就
職
に
役
立
つ
無
料
セ
ミ

ナ
ー
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
子
育
て
世
代
歓
迎

の
求
人
も
あ
り
ま
す
。

▼
と
き
／
9
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

０
時
30
分
(
最
終
受
付
正
午
)　

▼
と
こ
ろ
／

ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

▼
対
象
／
パ
ー
ト
勤
務

希
望
の
方　

▼
参
加
企
業
／
20
社
程
度　

▼

参
加
費
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
受
付
票
(
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
登
録
済
み
の
方
)　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

▼
そ

の
他
／
託
児
あ
り
(
要
予

約
)。
詳
し
く
は
ワ
ー
ク
ピ

ア
磐
田
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問○
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
☎
36

－

８
３
８
１

 

　
　
　
　
　
　
　
　

℻
36

－

８
３
８
３

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
１
４
６
８
５

静
岡
産
業
大
学　

「Ｆ
Ｐ
3
級
講
座
」

▼
と
き
／
9
月
17
日
㈬
〜
12
月
10
日
㈬　

午

後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分
(
全
12
回
)　

▼
と

こ
ろ
／
静
岡
産
業
大
学
磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

▼
対
象
／
当
該
資
格
取
得
を
目
指
す
方
、
お

金
の
活
き
た
使
い
方
を
学
び
た
い
方　

※
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
不
慣
れ
な
方
は
受
検
が
難
し

い
場
合
が
あ
り
ま
す　

▼
申
込
方
法
／
9
月

10
日
㈬
ま
で
に
電
子
申
請

で　

▼
そ
の
他
／
詳
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問○
静
岡
産
業
大
学
磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　

☎
36

－

8
8
6
4

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

寺
谷
用
水
を
学
ぶ

　

し
っ
ぺ
い
バ
ス
で
船ふ

な

明ぎ
ら

ダ
ム
や
か
ん
が
い

施
設
を
見
学
し
、
歴
史
や
仕
組
み
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

▼
と
き
／
9
月
20
日
㈯　

午
前
８
時
50
分
〜

午
後
１
時　

▼
と
こ
ろ
／
寺
谷
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
、
船
明
ダ
ム
ほ
か　

▼
対
象
／

小
学
生
以
上
(
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴
)　

▼
講
師
／
寺
谷
用
水
土
地
改
良
区
職
員　

▼

定
員
／
30
人
(
先
着
)　

▼
持
ち
物
／
飲
み
物
、

帽
子
、
タ
オ
ル　

▼
申
込
／

８
月
30
日
㈯
〜
９
月
14
日

㈰
午
後
５
時
ま
で
に
電
子

申
請
で

問○
中
央
図
書
館
☎
32

－

５
２
５
４

　
　
　
　
　
　

℻
32

－

5
1
5
4

手
話
言
語
の
国
際
デ
ー

「青
空
手
話
マ
ル
シ
ェ
」

　

手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
に
併
せ
て
の
イ
ベ

ン
ト
「
青
空
手
話
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
ま
す
。

▲ホーム
　 ページ

▲電子申請

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
手
話
体
験
、
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
、
書
籍
や
物
品
の
販
売
が
あ
り
ま
す
。

▼
と
き
／
９
月
23
日
㈷　

午
後
1
時
〜
７
時　

▼
と
こ
ろ
／
磐
田
市
民
文
化
会
館
か
た
り
あ　
　

問○
福
祉
相
談
課
☎
37

－

４
９
１
９

　
　
　
　
　
　

℻
36

－

１
６
３
５

親
子
自
転
車
教
室

▼
と
き
／
9
月
23
日
㈷　

午
前
9
時
30
分
〜

11
時
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

▼
と
こ
ろ
／

磐
田
市
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象

／
補
助
輪
な
し
で
自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
で

き
る
市
内
小
学
１
〜
３
年
生　

▼
内
容
／
道

路
で
自
転
車
に
乗
る
際
の
注
意
点
、
交
通
ル
ー

ル
な
ど　

▼
定
員
／
午
前
・
午
後
の
部
各
20

人
(
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
)　

▼
参
加
費

／
無
料　

▼
持
ち
物
／
自
転
車
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

水
筒
、
タ
オ
ル　

※
自
転
車
の
貸
出
は
可
能
で

す
が
限
り
が
あ
る
た
め
、
必
要
な
場
合
は
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い　

▼
申

込
／
９
月
９
日
㈫
ま
で
に
電

子
申
請
で

問○
自
治
デ
ザ
イ
ン
課
☎
37

－

４
７
５
１

　
　
　
　
　
　
　
　

℻
32

－

２
３
５
３

静
岡
産
業
大
学

「元
気
も
り
も
り
健
康
教
室
」

▼
と
き
／
９
月
24
日
㈬
〜
11
月
26
日
㈬　

午

前
９
時
15
分
〜
10
時
15
分
(
全
10
回
)　

▼
と

こ
ろ
／
静
岡
産
業
大
学
磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

▼
内
容
／
前
半
:
有
酸
素
運
動
や
立
位
の
バ

ラ
ン
ス
感
覚
、
生
活
筋
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム　 ▲電子申請

▲ホーム
　 ページ

▲専用サイト

https://is.gd/JPdAAm
https://www.birukan.jp/workpia/event/23/
https://www.ssu.ac.jp/news2/iwatafp3_2025/
https://logoform.jp/form/dWNN/1146941
https://logoform.jp/f/zwFU6
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問○
市
立
総
合
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
38

－

5
2
8
6　

℻
38

－

5
0
5
0

介
護
に
関
心
の
あ
る
男
性
向
け

「
ケ
ア
メ
ン
講
座
」

　

介
護
中
ま
た
は
介
護
に
興
味
の
あ
る
男
性

(
ケ
ア
メ
ン
)
を
対
象
に
、
介
護
に
つ
い
て
の

知
識
を
深
め
、
日
頃
の
悩
み
な
ど
を
共
有
す

る
た
め
の
講
座
で
す
。
介
護
の
悩
み
や
、
他
人

に
は
聞
き
に
く
い
こ
と
な
ど
、
ケ
ア
メ
ン
同

士
で
打
ち
明
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
9
月
27
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
豊
岡
中
央
交
流
セ

ン
タ
ー　

▼
内
容
／
認
知
症
の
方
へ
の
対
応

方
法
を
学
ぶ
講
座
、
介
護
に
関
す
る
座
談
会　

▼
定
員
／
15
人　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申

込
／
9
月
19
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
豊
岡
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
(
☎
０
５
３
９

－

63

－

０
５
０
０
)
へ　

▼
そ
の
他
／
介
護
が
必
要
な

ご
家
族
と
一
緒
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
ご
家

族
は
、
別
室
で
カ
フ
ェ
の
雰
囲
気
の
中
お
過

ご
し
い
た
だ
け
ま
す

問○
福
祉
政
策
課
☎
37

－

4
8
3
1

 

　

　

　

　

　

　

 

℻
37

－

6
4
9
5

こ
ど
も
支
援
講
演
会

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
虐
待
・
貧
困
な
ど
、
こ

ど
も
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
問
題
や
必
要
な

支
援
に
つ
い
て
、
こ
ど
も
支
援
の
専
門
家
が
分

か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

後
半
:
マ
ッ
ト
レ
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル

を
使
用
し
た
体
の
歪
み
を
整
え
る
ス
ト
レ
ッ

チ　

▼
受
講
料
／
６
０
０
０
円
(
税
込
)　

▼

申
込
／
９
月
17
日
㈬
ま
で
に
電
子
申
請
で　

▼
そ
の
他
／
事
前
無
料
体
験
会
を
９
月
10
日

㈬
に
開
催
。
要
事
前
申
込
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
静
岡
産
業
大
学
磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　

☎
36

－

8
8
6
4

「
が
ん
と
、
と
も
に
生
き
る
」
企
画
展

　

が
ん
の
治
療
中
の
方
・
が
ん
経
験
者
の
方

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
ケ
ア
用
品
や
、
知
っ

て
お
き
た
い
情
報
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
患

者
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
や
関
心
の
あ

る
方
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
9
月
25
日
㈭　

午
後
1
時
〜
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院　

２
階
講
堂　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

問○
市
立
総
合
病
院
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー

　

☎
38

－

5
０
０
０　

℻
38

－

5
0
5
0

が
ん
サ
ロ
ン

「
な
ご
み
」

　

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
集
い
、
語
り
合
う

場
で
す
。
管
理
栄
養
士
に
よ
る
ミ
ニ
レ
ク

チ
ャ
ー
「
お
食
事
の
話
」
も
あ
り
ま
す
。

▼
と
き
／
9
月
26
日
㈮　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院
周
産
期

セ
ン
タ
ー
講
堂　

▼
対
象
／
が
ん
患
者
や
家

族　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

〜
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
磐
田
市
総
合
体
育
館
、

ゆ
め
り
あ
球
技
場　

▼
対
象
／
小
学
３
〜
６

年
生　

▼
内
容
／
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験　

▼
定
員
／
20
人
(
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
)　

▼
参
加
費
／
２
０
０
０
円　

▼
申
込
／
9
月
12
日
㈮
ま

で
に
電
子
申
請
で

問○
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
推
進
課

　

☎
37

－

４
８
３
２　

℻
37

－

５
０
３
４

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
１
５
３
５
９

磐
田
市
恋
活
イ
ベ
ン
ト

ゴ
ル
フ
de
ゲ
ー
ム 

&

沖
縄
ご
当
地
ア
イ
ス

　

ゴ
ル
フ
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
！
ゲ
ー
ム

感
覚
で
楽
し
め
る
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
と
沖
縄
の
人

気
ご
当
地
ア
イ
ス
で
自
然
と
会
話
が
弾
み
、

距
離
が
縮
ま
り
ま
す
。

▼
と
き
／
9
月
28
日
㈰　

①
午
前
９
時
〜
正

午　

②
午
後
２
時
〜
５
時　

▼
と
こ
ろ
／
イ

ン
ド
ア
ゴ
ル
フ
磐
田
(
今
之
浦
３
丁
目
３

－

２
)　

▼
対
象
／
20
〜
30
歳
代
の
出
会
い
に
前

向
き
な
独
身
の
方　

▼
定
員
／
①
②
男
女
各

12
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)　

▼
参

加
費
／
1
0
0
0
円　

▼
申

込
／
9
月
12
日
㈮
ま
で
に

電
子
申
請
で

問○
こ
ど
も
未
来
課
☎
37

－

2
8
0
8

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

4
6
3
1

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
3
3
8
9

▼
と
き
／
９
月
27
日
㈯　

午
後
２
時
〜
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

▼
定
員
／

２
０
０
人
(
先
着
順
)　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
９
月
26
日
㈮
ま
で

に
電
子
申
請
ま
た
は
電
話

で
こ
ど
も
若
者
家
庭
セ
ン

タ
ー
へ

問○
こ
ど
も
若
者
家
庭
セ
ン
タ
ー

　

☎
37

－

２
０
１
８　

℻
37

－

２
８
１
２

中
央
図
書
館　

本
の
リ
ユ
ー
ス
市

　

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本
を
募
り
、
集

ま
っ
た
本
を
来
館
者
に
提
供
し
ま
す
。
1
人
に

つ
き
、
本
・
雑
誌
そ
れ
ぞ
れ
10
冊
ま
で
持
ち
帰

り
で
き
ま
す
。
本
を
入
れ
る
袋
は
各
自
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
９
月
27
日
㈯
〜
10
月
５
日
㈰　

午
前

９
時
〜
午
後
５
時　

※
月
曜
休
館　

▼
と
こ
ろ

／
中
央
図
書
館　

▼
そ
の
他
／
不
要
本
は
8
月

27
日
㈬
〜
10
月
3
日
㈮
ま
で
中
央
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
1
回
に
つ
き
20

冊
ま
で
で
す
。
汚
れ
た
本
、
百
科
事
典
、
雑
誌
、

文
学
全
集
、
マ
ン
ガ
は
受
け
取
り
で
き
ま
せ
ん

問○
中
央
図
書
館
☎
32

－

５
２
５
４

　
　
　
　
　
　

℻
32

－

５
1
５
４

わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
と
き
／
①
9
月
27
日
㈯　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時　

②
11
月
１
日
㈯　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

③
11
月
15
日
㈯　

午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

④
12
月
13
日
㈯　

午
後
１
時
30
分 ▲電子申請

▲電子申請

▲ホーム
   ページ

▲電子申請

https://www.ssu.ac.jp/news2/genkimorimjori_2025/
https://logoform.jp/f/TIqv4
https://logoform.jp/form/dWNN/1029528
https://logoform.jp/f/y2ndF
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磐田見付分校オープンスクール

９月13日㈯午前９時〜11時30分、

磐田見付分校で。対象は磐田、袋井、

森、掛川に在住の方。本校の紹介や

作業班体験（縫製、革工芸、クラフ

ト）を行います。参加費は無料。持

ち物は上靴、外履を入れる袋。申し

込みは不要、当日直接会場へ。駐車

場は見付駐車場をご利用ください　

○問 袋井特別支援学校磐田見付分校

（☎39-1800）

潮
しお

の香
か

&リフレUまつり2025

９月13日㈯午前10時〜午後3時、潮

の香およびリフレU（宇兵衛新田

186-1）で。潮の香（障害のある方の

日中活動支援事業所）とリフレU（保

養施設）の共催による地域交流イベン

ト。祭典用軒
のき

花
ばな

づくりやキッチンカ

ー販売など。大道芸もやってくる！

参加費は無料。申し込みは不要　○問

社会福祉法人福浜会　潮の香・間淵

（☎55-3761）

磐田市テニス協会　秋季テニス教室

10月１日〜11月26日の毎週水曜（全

９回）午後7時〜9時、竜洋海洋公園

テニスコートで。対象は成人男女、

初級者から中級者まで。定員10人。

参加費は6,000円。申し込みは、竜

洋テニスサークル・寺田（☎090-

5056-9540）または、リバーサイ

ドテニスコート（☎66−7004）へ

第11回磐田市短水路水泳競技大会

10月５日㈰、福田屋内スポーツセ

ンタープールで。対象は小学生から

一般。25mプールでの競泳競技大会。

距離は25m、50m、100m。参加

費は１種目あたり小・中・高校生は

600円、大人は1,200円、リレーは

1,200円。申し込みは９月６日㈯午

後１時〜６時に総合体育館ロビーで。

Eメールや郵送での事前申し込みも

可能　○問磐田市水泳協会・寺田（☎

090-9905-0214）

ベッコウトンボのサポーター募集

桶ケ谷沼での保護活動にご協力くだ

さい。対象は市内在住・在学・在勤

の方で活動の趣旨に賛同する方。登

録は無料。詳細、申し込

みはチラシに記載のURL

から　○問桶ヶ谷沼を考え

る会(☎37-3888)

秋
の
昆
虫
観
察

▼
と
き
／
10
月
12
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜

3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
桶
ケ
谷
沼
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
桶
ケ
谷
沼　

▼
対
象
／
一
般

(
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
、
未
就
学
児
の
参
加

不
可
)　

▼
内
容
／
講
義
後
、
桶
ケ
谷
沼
で
初

秋
の
昆
虫
を
観
察
し
ま
す
(
捕
ま
え
た
昆
虫
は

観
察
し
た
後
、
放
し
ま
す
)　

▼
服
装
／
野
外
活

動
が
で
き
る
服
装
(
長
そ
で
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽

子
)、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
長
靴
、
カ
ッ
パ
(
少
雨

の
場
合
)、
虫
取
り
網
、
虫
か
ご
、
虫
眼
鏡　

▼

定
員
／
先
着
20
人
(
保
護
者
含
む
)　

▼
参
加

費
／
無
料　

▼
申
込
／
直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
桶
ケ
谷
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ

問○
桶
ケ
谷
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
39

－

3
0
2
2　

℻
39

－

3
0
2
3

か
す
り
の
着
物
で
ま
ち
な
み
散
策

　

か
す
り
の
着
物
を
着
て
、
旧
見
付
学
校
や

ま
ち
な
み
散
策
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
10
月
19
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
旧
見
付
学
校
と
そ

の
周
辺　

▼
対
象
／
か
す
り
の
着
物
着
用
は

幼
児
〜
小
学
生
(
散
策
は
親
子
で
)　

▼
定
員

／
30
人
(
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
9
月
27
日
㈯

ま
で
に
電
子
申
請
ま
た
は
、
参
加
者
名
(
ふ
り

が
な
)、
住
所
、
電
話
番
号
、

性
別
、
身
長
を
直
接
、
旧
見

付
学
校
へ

問○
旧
見
付
学
校
☎
・
℻
32

－

4
5
1
1

静
岡
産
業
大
学

「
冠
講
座
」

▼
と
き
／
９
月
〜
令
和
８
年
1
月
の
各
曜
日
・

時
間　

①
毎
週
火
曜
日　

午
後
１
時
20
分
〜

３
時　

②
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
50
分
〜

午
後
０
時
30
分　

③
毎
週
水
曜
日　

午
後
１

時
20
分
〜
３
時　

④
毎
週
木
曜
日　

午
前
９

時
〜
10
時
40
分　

⑤
毎
週
木
曜
日　

午
後
１

時
20
分
〜
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
静
岡
産
業
大

学
磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

▼
内
容
／
①
地
域
、
信

用
金
庫
、
取
引
先
そ
れ
ぞ
れ
の
持
続
的
な
成

長
を
目
指
す
活
動
(
浜
松
い
わ
た
信
用
金
庫
)　

②
ヤ
マ
ハ
発
動
機
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら

も
の
づ
く
り
ま
で
の
手
法
(
ヤ
マ
ハ
発
動
機

㈱
)　

③
静
岡
県
と
関
係
の
深
い
企
業
・
団
体
・

行
政
機
関
か
ら
人
材
と
最
先
端
の
ビ
ジ
ネ
ス

情
報
を
提
供
、
県
の
取
り
組
み
紹
介
(
県
新
産

業
集
積
課
)　

④
行
政
と
地
域
社
会
の
関
係
性

を
理
解
す
る
(
磐
田
市
役
所
)　

⑤
チ
ェ
ー
ン

ス
ト
ア
経
営
シ
ス
テ
ム
か
ら
分
か
る
フ
ー
ド

産
業
(
タ
ニ
ザ
ワ
フ
ー
ズ
㈱
)　

▼
費
用
／
無

料　

▼
定
員
／
先
着
各
10
人　

▼
申
込
／
電

話
で
静
岡
産
業
大
学
磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス
教
務

課
へ

問○
静
岡
産
業
大
学
磐
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　

☎
37

－

３
８
５
２　

℻
36

－

８
８
０
０

▲チラシ

▲電子申請

会 員 募 集
　催　し　

https://logoform.jp/f/lUrbF
https://drive.google.com/file/d/1sYju6AeCAi_uXzfC9uaZZctgJt02NIuY/view?usp=drive_link


市役所での相談
問　市民相談センター　☎37-4746

弁護士法律相談

 4 日㈭

11日㈭

18日㈭

25日㈭

13:30
　〜17:00

※�定員7組。予約制（予約受付は原則開催日
の1週間前の木曜日から。予約は原則電話
のみ受付8:30〜17:15）

司法書士
相続 ・ 登記相談

県司法書士会浜松支部主催

2 日㈫
16日㈫

13:30
　〜16:30

※�定員6組。予約制（8月25日㈪から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

公証人
遺言 ・ 約束相談

30日㈫
13:30
　〜16:30

※�定員6組。予約制（9月10日㈬から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30〜17:15）

行政
相談

本庁舎 8 日㈪ 13:00
　〜15:00竜洋支所 22日㈪

問　消費生活センター　☎188 （局番なし）

消費生活相談（電話可）
※最終受付は 16:00

毎週月　

～金曜日
8:30
　〜17:00

問　交通事故相談室　☎37-2112

交通事故相談（電話可）
※最終受付は 16:00

毎週月　

〜金曜日
★8:30
　〜17:00

問　浜松東年金事務所　☎053-421-0192（自動音声案内）

年金相談
磐田市役所本庁舎

偶数月のみ開催します

年金相談
浜松市浜名区役所

４ 日㈭
★10:00
　〜15:00

※要予約

問　外国人情報窓口　☎37-4785

外国人情報窓口
毎週月　

～金曜日
8:30
　〜17:15

市立総合病院での相談

問　市立総合病院　☎38-5000
※がん相談は☎ 38-5286 （直通） それ以外は上記へ

よろず相談

医療相談

医療福祉相談

肝疾患相談

認知症相談

がん相談

各種就労支援相談

毎週月

～金曜日

8:15　

　〜17:00

社会福祉協議会での相談
問　社会福祉協議会　☎37-4824

ボランティア相談
 ☎ 37-6200

毎週月

～金曜日

★8:30　

　〜17:15
※ 16:45

　　　　まで受付

福祉なんでも相談
 ☎ 37-4864

成年後見相談
 ☎ 37-2792

iプラザでの相談
問　福祉相談課　☎37-4919

くらしと仕事相談
☎32-8880 毎週月　

～金曜日
8:30
　〜17:15障がい者生活相談

☎84-6661

身体障がい者相談会  次回10月に開催します

知的障がい者相談会  次回11月に開催します

精神障がい者相談会
ボランティア会議室２

11日㈭
13:30　

　〜15:30

問　福祉政策課　☎37-4814

人権身の上相談
※8月28 日㈭までに予約

4 日㈭
9:00　

　〜12:00

問　健康増進課　☎37-2013またはLINE

こころの寄り添い相談
相談室 3 ※要予約

毎月第2・4

金曜日

10:00　

　〜12:00

問　こども若者家庭センター　☎37-2018

こども相談 ☎35-4317
毎週月

～金曜日

8:30　

　〜17:00
※面談は要予約

女性相談 ☎37-4844

若者相談 ☎37-2752

ワークピア磐田での相談
問　ワークピア磐田　☎36-8381

外国人総合相談
毎週月・金曜日
★9:00〜16:30

職業総合相談

毎週火～土曜日
★9:00〜17:00
水曜日／13:00～17:00、
18:00〜21:00
【オンライン相談（要予約）】
水曜日／19:00～、20:00～

内職相談
毎週火・木曜日
★9:00〜16:00

はじまり 
窓口

※要予約
WEB 予約のみ

中小企業診断士 
1日㈪・11日㈭・22日㈪・29日㈪
10:00〜／11:30〜／13:30〜／15:00〜

税理士  毎週水曜日
13:00〜／14:30〜

キャリアコンサルタント  
2日㈫・16日㈫
18:00〜／19：30〜

WEBとSNS相談 
12日㈮・26日㈮
9:00〜／10:30〜

その他の機関の相談
問　磐田地区労福協　☎32-2706

弁護士法律相談 27日㈯
9:30
　〜12:30

※定員6組。予約受付は毎月1日から月・水・金の9時～13時

問	 ライフサポートセンターしずおか
	 ☎33-3715 （転送電話対応）

暮らしの中の
何でも相談

毎週月　
～金曜日

9:00
　〜17:00

問	 連合労働相談ホットライン
	 　　0120-154-052（電話相談のみ）

労働相談
毎週月　
～金曜日

10:00
　〜17:00

問	 県西部健康福祉センター
	 ☎37-2252　※要予約

精神保健福祉
総合相談

18日㈭
13:30
　〜15:30

高次脳機能障害
医療等総合相談会

偶数月のみ開催します

問	 県認知症コールセンター
	 　　0120-123-921（電話相談のみ）

認知症コールセンター
毎週月・木・
土・日曜日

10:00
　〜15:00

（　　   ）専門家 
なんでも 
創業相談

市民の相談 ・ 意見などの総合的な窓口として、 市民相談センター （本庁舎 1 階☎0538-37-4746） をご利用ください。

★は 12:00 ～ 13:00 を除く　※原則、 祝日は休み

25
広
報 PB

広
報2025年（令和7年）8月号 2025年（令和7年）8月号

9月の相 談 窓 口 & 救 急 医 療 情 報

お悩みをご相談ください （予約制）

▶と　き／ 9 月 30 日㈫ 午前 10 時～午後 4 時

▶ところ／磐田サポートハウス 「ほっと」
　　　　　　　（見付 2386-7）

▶対　象／中学校卒業から 64 歳までの
            ご本人およびその家族

▶その他／電話相談は随時受付しています

問若者相談ダイヤル☎ 37-2752

ひきこもり・不登校相談

静岡こども救急電話相談

平日 ・ 土曜 ・ 日曜 ・ 祝日  毎日 24 時間対応
固定電話 （プッシュ回線）、 携帯電話　#8000

IP電話、固定電話 （ダイヤル回線）

☎ 054-201-9910 へ

夜間・休日急患診療

磐田市急患センターへは
電話をしてから行きましょう

▶ところ／上大之郷 51

【夜間 （月〜土曜日）】
▶受付時間／午後7時15分～10時00分
▶診療科目／内科 ・ 小児科

【昼間 （日曜 ・ 祝日のみ）】
▶受付時間／午前8時45分～11時30分 
　　　　　　　　午後1時45分～ 4 時30分
▶診療科目／内科 ・ 小児科 ・ 外科
※上記の時間以外は市立総合病院へ

問磐田市急患センター☎ 32-5267

子どもたち、 保護者の方、 お気軽に

ご相談ください （毎週月～金曜日）

こども若者家庭センター     ☎ 35-4317
   ▶受付時間 / 午前８時３０分～午後５時

磐田市学校教育課            ☎37-4923
   ▶受付時間 / 午前８時３０分～午後５時 15 分

教育支援センター ( あすなろ ) ☎ 33-5198
   ▶受付時間 / 午前８時３０分～午後 5 時
　　※ 「あすなろ」 は不登校相談のみ

いじめ・不登校電話相談

https://airrsv.net/workpia-hajimari/calendar
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た
っ
ち

新
貝
１
丁
目
28

－

1

☎
30

－

6
1
1
0

火
～
土
曜
9
時
～
16
時　

※
祝
日
休　

●
た
っ
ち
へ
ゴ
ー
／
11
時
～
、15
時
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆　

 

赤
ち
ゃ
ん
と
ぴ
っ
た
ん
こ
／
9
日
㈫
13
時

30
分
～
定
員
6
組

◆
図
書
館
の
方
に
よ
る
お
は
な
し
会
／
10
日
㈬

11
時
～

　

 

／
12
日
㈮
13
時
30
分
〜

　

 

／
30
日
㈫
9
時
45
分
〜

●
お
い
で
お
い
で
ば
ぁ
っ
！
／
11
時
20
分
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆   

子
育
て
支
援
講
座
「
離
乳
食
に
つ
い
て
」

／
４
日
㈭
10
時
30
分
〜

◆   

赤
ち
ゃ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
／
11
日
㈭
13
時

30
分
〜

◆
ひ
ら
け
ご
ま
さ
ん
の
お
は
な
し
会
／
13
日
㈯

11
時
10
分
〜

◆
お
楽
し
み
会
（
新
聞
で
あ
そ
ぼ
う
）
／
17
日
㈬

10
時
45
分
〜

◆
赤
ち
ゃ
ん
計
測
と
図
書
館
の
方
に
よ
る
お
は

な
し
会
／
25
日
㈭
10
時
30
分
〜

　

 

／
19
日
㈮
10
時
30
分
〜

　

 

／
19
日
㈮
９
時
30
分
〜

壱
貫
地
76

－

5

（豊
岡
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
5
3
9

－

63

－

0
0
4
7

火
～
土
曜
9
時
～
11
時
45
分
、13
時
～
16
時 

※
祝
日
休

あ
い
あ
い

1001754

ページ番号

月9

●
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
／
11
時
～
、15
時
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆　

 

あ
か
ち
ゃ
ん
と
一
緒「
産
後
の
体
づ
く
り
」

／
８
日
㈪
10
時
〜
先
着
10
組

◆　

 

「
パ
パ
も
知
っ
て
ほ
し
い
救
急
法
」
27
日

㈯
10
時
～　

先
着
10
組
（
パ
パ
対
象
）

 　

／
26
日
㈮
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　

 

／
10
日
㈬
10
時
〜
11
時

【
で
あ
い
の
ひ
ろ
ば
】
10
時
～
11
時
30
分

　
※
各
地
に
出
張
し
て
活
動
し
ま
す

　

青
城
交
流
セ
ン
タ
ー
／
9
日
㈫

　

竜
洋
体
育
セ
ン
タ
ー
／
17
日
㈬

の
び
の
び

上
大
之
郷
51

（
急
患
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
37

－

4
1
0
2

毎
日
9
時
30
分
～
17
時
30
分　

※
木
曜
休

に
っ
こ
に
こ

国
府
台
57

－

7

（i
プ
ラ
ザ
内
）

☎
31

－

0
1
1
5

月
～
金
曜
9
時
～
11
時
45
分
、13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

●
に
っ
こ
に
こ
ぽ
ん
／
毎
週
火
曜
日
11
時
30
分

〜
、15
時
45
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
９
時
～
11
時
20
分
、13
時

～
15
時
20
分

◆
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
貸
切
／
３
日
㈬
・
17

日
㈬
13
時
〜
14
時
30
分

◆
に
こ
フ
ォ
ト
／
24
日
㈬
９
時
〜
15
時

詳
細
は
お
た
よ
り
に
て 

 　

／
19
日
㈮
13
時
30
分
～
14
時
30
分 

 　

／
５
日
㈮
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
に
ぎ
に
ぎ
ぎ
ゅ
っ
と
／
11
時
10
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆　

 

赤
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う（
だ
っ
こ
）／
２
日

㈫
・
３
日
㈬
10
時
～
詳
細
は
お
た
よ
り
で

◆　

 

赤
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う（
わ
ら
べ
）／
16
日

㈫
・
17
日
㈬
10
時
～
詳
細
は
お
た
よ
り
で

　

 

／
９
日
㈫
10
時
〜
11
時 

 

／
９
日
㈫
11
時
〜
12
時

み

ち
る
ー
む

前
野
2
5
7
5

（龍
の
子
幼
稚
園
内
）

☎
35

－

5
1
4
4

月
～
金
曜
8
時
30
分
～
14
時
30
分　

※
祝
日
休

エ
ン
ジ
ェ
ル

国
府
台
84

－

3

（こ
う
の
と
り
保
育
園
内
）

☎
32

－

4
7
3
2　

月
～
木
曜
8
時
30
分
～
13
時
30
分　

※
祝
日
休

●
あ
そ
ぼ
う
エ
ン
ジ
ェ
ル
／
11
時
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
30
日
㈫
10
時
～
11
時

◆
敬
老
の
日
足
型
ス
タ
ン
プ
／
９
日
㈫
、
10
日

㈬
10
時
45
分
ま
で

◆　

 

わ
ら
べ
う
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
／
８
日

㈪
、
16
日
㈫
10
時
〜

◆
ハ
イ
ハ
イ
ヨ
チ
ヨ
チ
か
け
っ
こ
よ
ー
い
ド
ン
！

＆
誕
生
会
／
17
日
㈬
10
時
〜

◆　

 

エ
ン
ジ
ェ
ル
リ
ト
ミ
ッ
ク
／
18
日
㈭

　

 

／
29
日
㈪
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

 

／
30
日
㈫
10
時
〜
11
時

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

   

…

【予
約
が
必
要
】

●
…

【ふ
れ
あ
い
遊
び
】

★
…

【計
測
日
】

◆
…

【お
知
ら
せ
】

   

…

【は
じ
め
の
い
っ
ぽ
】

   

…

【保
健
師
相
談
日
】

予保 は※「
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
」
は
、
市
内
在
住
の
生
後

３
カ
月
か
ら
５
カ
月
ご
ろ
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
を
対
象
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
や
手
遊
び
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
う
も
の
で
す
。
保
健
師
も
参
加
し
、

子
育
て
の
相
談
や
計
測
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
予
約
制
で
、
開
催
中
は
貸
し
切
り

と
な
り
ま
す

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
２
日
㈫
・
16
日
㈫
９
時
〜

◆　

 

言
葉
の
相
談
日
／
18
日
㈭
９
時
30
分
〜

◆　

 

マ
マ
さ
ん
交
流
会
／
19
日
㈮
14
時
〜

　

 

／
26
日
㈮
13
時
30
分
～

　

 

／
２
日
㈫
10
時
〜
11
時

ぽ
っ
け

富
丘
1
6
2

－

1

（子
育
て
セ
ン
タ
ー
と
み
が
お
か
内
）

☎
35

－

2
5
4
6

月
～
金
曜
9
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

予

ほ
の
ぼ
の

南
島
1
6
4

－

1

（子
育
て
セ
ン
タ
ー
み
な
み
し
ま
内
）

☎
55

－

6
1
7
1

月
～
金
曜
9
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休

●
ほ
の
ぼ
の
タ
イ
ム
／
10
時
45
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
９
日
㈫
・
22
日
㈪
の
開
館

時
間
内
い
つ
で
も

◆　

 

言
葉
の
相
談
／
８
日
㈪
10
時
〜

   

／
９
日
㈫
10
時
〜
11
時

保 は

保 は保

保 は
予予

予
は保

保 は
予 予

予

予
保 は

は

こ
ど
も
の
森

城
之
崎
1
丁
目
2

－

13

☎
36

－

1
3
1
1

月
・
火
・
木
曜
10
時
～
15
時
30
分　

※
祝
日
休

●
も
り
も
り
タ
イ
ム
／
11
時
30
分
〜

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
10
時
～
、13
時
〜

◆
離
乳
食
相
談
日
／
毎
週
月
曜
10
時
～
11
時

（
29
日
㈪
は
14
時
ま
で
実
施
）

◆
栄
養
相
談
日
／
11
日
㈭
10
時
～
14
時

　

 

／
９
日
㈫
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

保

予予
保

予予
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ガンピーさんは、 ある日、 小舟を漕いで川下りに出かけます。 すると、 子ども、 うさぎ、

ひつじ、 こうしなどが、 「いっしょにつれてって」 と次から次へとやってきます。 「おとな

しくしているなら」 と約束をして、 みんなを乗せた舟は楽しく進んでいきます。 ところが

しばらくすると、 みんなは約束を忘れて大騒ぎ！

ページごとに新たなお客さんが加わり、 そのたびに繰り返されるガンピーさんとのやり

とりが心地よい絵本です。 次第に満員になっていく舟に、 ちゃんとみんなが乗っている

のか確かめたくなりますよ。移り変わる川辺の景色も魅力的です。夏の終わりに、ガンピー

さんたちとゆったり、 のどかな舟遊びはいかがですか。 ３歳くらいから楽しめます。

【
今
月
の
催
し
】

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
／
３
日
㈬
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

い
ろ
い
ろ
な
く
に
の
こ
と
ば
で
あ
そ
ぼ
う
／

10
日
㈬
、17
日
㈬
、24
日
㈬
10
時
30
分
〜
11
時

※
11
時
〜
11
時
45
分
は
自
由
に
遊
べ
ま
す
。

遊
び
を
通
し
て
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
外

国
語
や
異
文
化
に
親
し
も
う
。
予
約
不
要
、

参
加
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い

多
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー 

こ
ん
に
ち
は

東
新
町
1
丁
目
１

－

８

☎
35

－

２
５
１
２

水
曜
日

（親
子
遊
び
）
10
時
～
12
時

☎
31

－

０
１
１
５
（
に
っ
こ
に
こ
）

 

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
ぐ
は
ぐ

岩
田
交
流
セ
ン
タ
ー

／
4
日
㈭
・
18
日
㈭
10
時
～
15
時

大
藤
交
流
セ
ン
タ
ー

／
11
日
㈭
・
25
日
㈭
9
時
～
14
時

向
笠
交
流
セ
ン
タ
ー

／
12
日
㈮
・
26
日
㈮
10
時
～
15
時

　

 

／
26
日
㈮
10
時
～
11
時

●
は
ぐ
は
ぐ
タ
イ
ム
／
11
時
～

★
乳
児
期
／
開
催
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も

◆
手
形
足
形
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
／
４
日
㈭
、

11
日
㈭
、12
日
㈮
い
ず
れ
も
午
前
中

◆
キ
ッ
ズ
フ
ォ
ト
／
18
日
㈭
、25
日
㈭
、26
日
㈮

◆
わ
ら
べ
う
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
／
12
日
㈮

10
時
40
分
〜

【
お
知
ら
せ
】

　

 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
４
日
㈭
・
13
日
㈯
生

後
6
〜
8
カ
月
く
ら
い　

市
内
の
親
子
対
象

（
引
換
券
持
参
）

　

 

栄
養
士
個
別
相
談
／
５
日
㈮
９
時
30
分
〜

定
員
５
組

パ
パ
と
お
は
な
し
会
／
６
日
㈯
10
時
30
分
〜

　

 

に
こ
っ
と
女
性
相
談
／
10
日
㈬
９
時
30
分

〜
定
員
３
組

ち
い
さ
な
お
な
べ
の
お
は
な
し
会

（
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
）
／
10
日
㈬
15
時
〜

　

 

心
理
士
に
こ
っ
と
相
談
＆
ミ
ニ
講
座
／
17

日
㈬
（
相
談
）
９
時
30
分
〜
定
員
４
組
（
講
座
）

11
時
〜
「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
子
ど
も
の
心
に

届
く
言
葉
が
け
の
コ
ツ
」
定
員
９
組

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
お
は
な
し
会
／
20
日
㈯
10
時

30
分
〜

　

 

外
国
語
お
は
な
し
会
／
21
日
㈰
10
時
30
分

〜
定
員
10
組

と
こ
と
こ
わ
ら
べ
う
た
の
会
／
26
日
㈮
10
時

30
分
〜

「
て
」
で
「
は
な
そ
う
」
手
話
講
座
／
27
日
㈯

10
時
30
分
〜

【
毎
週
の
催
し
】

　

 

／
毎
週
水
曜
11
時
〜
12
時

「
に
こ
っ
と
」
の
お
は
な
し
会
／
毎
週
水
曜
10

時
30
分
か
ら
は
０
～
２
歳
向
け
、
毎
週
日
曜

15
時
か
ら
は
３
～
５
歳
向
け

に
こ
っ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
／
毎
週
水
·
金
曜

13
時
30
分
～
16
時

ひ
と
・
ほ
ん
の
庭 

に
こ
っ
と

上
新
屋
3
0
4

☎
36

－

1
7
1
1

9
時
30
分
～
18
時　

※
月
曜
・
第
４
木
曜
休

子
育
て
ス
ポ
ッ
ト

●
と
こ
と
こ
タ
イ
ム
／
11
時
20
分
～
、15
時
45
分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

　

 

／
16
日
㈫
13
時
30
分
〜

 　

／
９
日
㈫
10
時
〜
11
時

見
付
2
3
5
3

－

1
（
磐
田
北
幼
稚
園
内
）

☎
37

－

1
8
8
8

月
～
金
曜
9
時
～
12
時
45
分
、
14
時
～
16
時  

※
祝
日
休

と
こ
と
こ

『ガンピーさんのふなあそび』『ガンピーさんのふなあそび』
~のんびりゆったり、川下りにでかけませんか~

ジョン ・ バーニンガム／さく

みつよし　なつや／やく

ほるぷ出版　 問 中央図書館　☎︎ 0538 ー 32 ー 5254

こ
ど
も
の
家

岡
7
8
3

－

1

（竜
洋
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
66

－

9
0
0
0

火
～
土
曜
9
時
～
11
時
45
分
、
13
時
～
16
時　

※
祝
日
休　

●
ひ
ま
わ
り
っ
こ
／
11
時
5
分
～
11
時
30
分

★
乳
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

★
幼
児
期
／
３
日
㈬
９
時
～
11
時

◆
お
た
の
し
み
会
／
12
日
㈮
10
時
50
分
〜
11
時

30
分

　

 

／
９
日
㈫
10
時
00
分
〜
11
時
00
分 

 

／
３
日
㈬
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

保 は

予 予 予 予保

ふ
わ
っ
と

福
田
中
島
55

（福
田
こ
ど
も
園
内
）

☎
58

－

1
5
6
6

月
～
金
曜
9
時
～
11
時
45
分
、13
時
～
16
時 

※
祝
日
休

●
ふ
わ
っ
と
タ
イ
ム
／
11
時
20
分
～
、15
時
45

分
～

★
乳
児
期
・
幼
児
期
／
開
館
時
間
内
い
つ
で
も

◆
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び
／
16
日
㈫
11
時
15
分
〜
、

15
時
30
分
〜

◆
福
田
図
書
館
の
職
員
に
よ
る
お
は
な
し
会
／

25
日
㈭
10
時
〜

◆
赤
ち
ゃ
ん
こ
し
ょ
こ
し
ょ
こ
し
ょ
／
26
日
㈮

10
時
30
分
〜
（
１
歳
未
満
）

 　

／
26
日
㈮
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

 

／
26
日
㈮
10
時
〜
11
時

は保保 は

保

予

https://www.instagram.com/konnichiwa_iwata?igsh=MXhwaTRsdWFkeHF4OA==
https://www.city.iwata.shizuoka.jp/event/kodomo_kosodate/1011930/index.html
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ジュビロ磐田選手会が小学校を訪問

る磐田市内小学校訪問を実施しました。

　市内 22 校の小学５・６年生が一斉観戦 (2025

シーズンは５月 17 日㈯いわきＦＣ戦 ) に来てく

ださったことへの感謝として、選手たちが各校に

分かれて児童たちと交流を楽しみました。

　交流では、リフティング対決やＰＫ対決、ミニ

ゲームを行い、選手の技に多くの歓声があがりま

した。また、一斉観戦時の応援で選手にエールを

送ってくれた学校もありました。参加した児童や

関係者の皆さま、誠にありがとうございました。

　ぜひ、これからもヤマハスタジアムへジュビロ

磐田の応援に来てください。

NTT ジャパンラグビーリーグワン 2024-25 終了

後、ラグビーは世界へと舞台を移しました。

　このたび日本ラグビーフットボール協会が組織

する日本代表チーム「ブレイブ・ブロッサムズ」

に静岡ブルーレヴズから選手４名が招集され、国

と国の誇りをかけた国際試合「テストマッチ」に

出場しました！

　青色から桜色のジャージに身を固めて、試合に

臨む選手たちの応援をお願いします。

▲渡邉りょう選手 ・ 坪井湧也選手 ／岩田小

詳細はこちらから▶

節 開催日 キックオフ 対戦相手 会場

27 ８/23 ㈯ 19:30 カターレ富山 ヤマハスタジアム

29 ９/13 ㈯ 19:00 FC今治 ヤマハスタジアム

31 ９/27 ㈯ 19:00 RB大宮アルディージャ ヤマハスタジアム

【８月・９月のホームゲーム】

ラグビー日本代表に４選手が選出！

■ヴェティ ・ トゥポウ選手

ⒸJUBILO IWATAⒸJUBILO IWATA

ⒸJUBILO IWATA

▲ジョルディ ・ クルークス選手、 ヤン ・ ファンデンベルフ選手／豊岡南小

７月１日㈫・２日㈬にジュビロ磐田選手会によ

▲相田勇樹選手／長野小　　▲三浦龍輝選手／青城小

6 月 28 日㈯

マオリ ・ オールブラックス戦

に出場

ポジション ： ロック

■北
きた

村
むら

 瞬
しゅん

太
た

郎
ろう

選手　

７月５日㈯

ウェールズ代表戦に出場

ポジション ： ウィング

■マロ ・ ツイタマ選手

７月５日㈯

ウェールズ代表戦に出場

ポジション ： スクラムハーフ

■サム ・ グリーン選手

７月 12 日㈯

ウェールズ代表戦に出場

ポジション ： スタンドオフ

【日本代表に選出された選手紹介】

https://www.jubilo-iwata.co.jp/newslist/detail/?nw_seq=10329


　

戦
後
80
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
、
７
月
号
に
続
き
平
和
へ
の
想

い
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
磐
田
市
に
「
被

爆
桜
」
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
毎
年
８
月
６
日
、
本
市
で
は

小
中
学
生
の
代
表
が
「
広
島
平
和
記

念
式
典
」
に
参
列
し
、
原
爆
や
戦
争

の
恐
ろ
し
さ
を
学
び
、
平
和
を
希
求

す
る
心
を
育
む
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
広
島
訪
問
の
際
に
は

「
安
田
女
子
中
学
高
等
学
校
」
へ
訪
れ

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
訪
問
が
始
ま
っ
た
平
成

22
年
度
に
、
同
校
で
大
切
に
育
て
ら

れ
て
い
る
「
被
爆
桜
」
の
苗
木
を
分

け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

す
。
広
島
市
内
に
は
、
爆
心
地
か
ら

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
で
被
爆
し
な

が
ら
も
生
き
残
っ
た
樹
木
１
５
９
本

が
「
被
爆
樹
木
」
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
被
爆
桜
」

は
わ
ず
か
し
か
な
く
、
そ
の
う
ち
の

１
本
が
「
安
田
女
子
中
学
高
等
学
校
」

に
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

同
校
の
生
徒
会
は
、こ
の
「
被
爆
桜
」

の
苗
木
を
全
国
に
送
る
取
り
組
み
を

平
成
20
年
に
始
め
、
こ
れ
ま
で
延
べ

84
本
の
苗
木
を
全
国
各
地
へ
送
っ
て

き
ま
し
た
。
本
市
は
そ
の
う
ち
13
本

を
分
け
て
い
た
だ
き
、
現
在
は
、
そ

の
う
ち
の
４
本
が
春
に
な
る
と
き
れ

い
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
原
木

の
「
安
田
女
子
中
学
高
等
学
校
」
の

「
被
爆
桜
」
は
、
す
で
に
木
の
寿
命
と

さ
れ
る
60
年
を
は
る
か
に
超
え
て
い

ま
す
が
、
大
切
に
育
て
ら
れ
今
も
生

き
続
け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
も
、
平
和
に
つ
い
て
想

い
を
寄
せ
る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
桜

を
大
切
に
育
て
、
次
の
世
代
へ
と
つ

な
い
で
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。
戦

後
80
年
の
本
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、平
和
へ
の
想
い
と
「
被
爆
桜
」

を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第 48 回

市
長
　
草
地
博
昭

「

」

磐
田
市
と
被
爆
桜

　

くふうハヤテベンチャーズ静岡　磐田 DAY 開催くふうハヤテベンチャーズ静岡　磐田 DAY 開催

ホームゲーム観戦に 200 人をご招待ホームゲーム観戦に 200 人をご招待
　県内初のプロ野球チーム「くふうハヤテベンチャー

ズ静岡」は、 磐田市の皆さんをホームゲームに無料

で招待します。 この日は、 市内各団体と連携して試

合を盛り上げる「磐田DAY」です。 プロ野球選手のプ

レーを間近で見られるチャンスです。 ぜひ、 ご応募

ください。

　内　容　 2025年度ウエスタン ・ リーグ公式戦

　　　　　　 VS オリックス ・ バファローズ

　日　時　 ９月21日㈰

　　　　　　 開場　11時／試合開始　13時

　会　場　 浜松球場

　　　　　　 （浜松市中央区上島 6丁目19−１）

　対　象   市内在住 ・ 在勤 ・ 在学の方

　定　員   先着 200 人

　申　込   ９月 ３日㈬正午から

　　　　　　 ９月17日㈬23時59分まで

　　　　　　 電子申請にて受付

問  磐田市スポーツのまち推進課　

☎ 0538-37-4832

くふうハヤテ
ベンチャーズ静岡 HP ▶︎

詳細 ・ 申込は
こちら
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https://hayateventures.jp/


医
療
機
器
の
取
り
扱
い

plus

　

大
人
も
R
S
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

市立総合病院からの

お知らせ

　

R
S
ウ
イ
ル
ス
(
Rレ

ス

ピ

ラ

ト

リ

ー

e
s
p
i
r
a
t
o
r
y 

Sシ

ン

サ

イ

シ

ャ

ル

y
n
c
y
t
i
a
l 

Vウ

イ

ル

ス

i
r
u
s
:
R
S
V

)

感
染
症
は
R
S
V
が
引
き
起
こ
す
呼
吸
器

感
染
症
で
、
主
に
冬
期
(
９
月
頃
〜
翌
年

２
月
頃
ま
で
)
に
流
行
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

２
歳
ま
で
に
ぼ
ぼ
100
％
が
感
染
し
、
初
め

て
感
染
し
た
場
合
に
は
約
３
割
程
度
が
気

管
支
炎
や
肺
炎
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
し
て

生
涯
に
渡
り
何
度
も
感
染
と
発
症
を
繰
り

返
し
、
成
人
に
お
い
て
も
重
要
な
呼
吸
器

感
染
症
の
原
因
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
65
歳
以
上
の
呼
吸

器
感
染
症
の
約
10
％
が
R
S
V
に
よ
る
も

の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

R
S
V
は
咳せ

き

や
く
し
ゃ
み
の
飛ひ

沫ま
つ

や
、

そ
れ
ら
に
触
れ
た
手
の
接
触
に
よ
り
鼻
粘

膜
に
感
染
し
、
４
〜
５
日
の
潜
伏
期
間
の

後
、
鼻
汁
や
咳
な
ど
の
症
状
が
出
現
し
ま

す
。
健
康
な
成
人
で
は
軽
症
の
場
合
が
多

く
、
数
日
で
回
復
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
し
か
し
、
高
齢
者
で
は
感
染
性
分

泌
物
を
吸
引
す
る
と
気
管
支
炎
や
肺
炎
を

起
こ
し
や
す
く
、
特
に
心
臓
や
肺
に
基
礎

疾
患
を
持
つ
方
で
は
現
病
の
悪
化
、
重
症

化
や
死
亡
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
R
S
V
に
対
す
る
有
効
な
治
療

薬
は
な
く
、
対
処
療
法
と
な
る
た
め
予
防

が
大
切
で
す
。
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用

な
ど
が
基
本
で
す
が
、
近
年
60
歳
以
上
の

方
、
ま
た
は
50
歳
以
上
で
肺
、
心
臓
、
腎

臓
、
肝
臓
、
神
経
系
な
ど
に
基
礎
疾
患
が

あ
る
方
、
糖
尿
病
や
肥
満
の
方
な
ど
に
は

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

R
S
V
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
接
種
し
た
場

合
、
1
シ
ー
ズ
ン
で
の
予
防
効
果
は
80
％

以
上
と
高
い
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
何

ら
か
の
基
礎
疾
患
を
患
っ
て
通
院
治
療
を

受
け
て
い
る
方
は
、
R
S
V
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
つ
い
て
担
当
医
に
相
談
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

妹い
も

川か

わ 

史し

朗ろ

う

　

医
療
の
現
場
で
は
治
療
が
日
々
進
化

し
、
高
度
な
医
療
機
器
が
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
病
院
に
は
、
医
療
機

器
を
専
門
に
取
り
扱
う
臨
床
工
学
技
士

が
従
事
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る「
医
療

機
器
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
で
す
。
多
種

多
様
な
医
療
機
器
を
安
全
に
取
り
扱
い
、

ス
タ
ッ
フ
が
安
心
し
て
使
用
で
き
る
よ

う
点
検
・
修
理
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
医
療
の
場
面
で
は
、
医
療
機
器

を
装
着
し
、
退
院
や
転
院
さ
れ
る
患
者

さ
ん
、
ご
家
族
、
関
連
ス
タ
ッ
フ
に
正

し
い
取
り
扱
い
、
消
耗
品
の
手
入
れ
、

緊
急
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
、
非
常
時
に

備
え
た
電
源
確
保
、
酸
素
器
材
の
管
理

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、
遠
隔
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
普
及
が
進
む
中
で
、
医
療
機
器
の
遠

隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
い
う
方
法
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
植
込
み
型
心
臓
デ
バ
イ
ス(
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
や
植
込
み
型
除
細
動
器
な
ど
)

の
情
報
を
医
療
機
関
へ
遠
隔
で
送
信
し
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き

副
病
院
長　

呼
吸
器
内
科

る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
従
来
で
は
、

年
２
回
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
外
来
で
の
み

情
報
を
確
認
し
て
い
た
た
め
、
機
能
異
常

や
不
整
脈
な
ど
の
把
握
が
遅
れ
る
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
、

事
前
に
把
握
し
、
早
期
介
入
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
は
、
導
入

時
に
有
効
性
と
自
宅
で
の
適
切
な
設
置
方

法
を
説
明
し
、
循
環
器
内
科
医
師
と
情
報

を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
人
が
集
ま
る
場
所
や
公
共
施

設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
(
自
動
体

外
式
除
細
動
器
)
の
取
り
扱
い
に
も
注
意

が
必
要
で
す
。
医
療
機
器
は
、
誤
っ
た
扱

い
方
で
は
効
果
が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
や
、

事
故
に
繋
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
正

し
い
知
識
を
持
っ
て
、
正
確
に
取
り
扱
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

医
療
の
現
場
で
実
際
に
使
用
さ
れ
る
医

療
機
器
を
見
て
、
触
っ
て
、
正
し
い
使
い

方
を
学
べ
る
展
示
イ
ベ
ン
ト
「
い
の
ち
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
」
も
例
年
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

臨
床
工
学
科 

技
師
長石い

し

田だ 

幸ゆ

き

博ひ

ろ
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内　容

遠江国分寺史跡公園 （中泉 3365）ところ

通常の軽トラ市とは違ったおしゃれな 「いわたの

夜」 をお楽しみください。 くわしくは軽トラ市い

わた☆駅前楽市の公式 LINE へ

JR 磐田駅前ジュビロードところ

と　き 10月 25日土
午前9時〜午後3時30分（雨天順延）

内　容 ステージ披露、 キッチンカー出店、 参拝行列など

と　き 10月 25日土  

午後4時30分〜午後7時30分

問

20 周年記念の事業やイベントを紹介します♪

IWATA DREAM LIVE 2025IWATA DREAM LIVE 2025

〜市制施行２０周年記念事業〜〜市制施行２０周年記念事業〜

ときき

ところ

チケット販売

チケット料金

12月 14日日
開場 午後3時15分／開演 午後4時

磐田市民文化会館 「かたりあ」

磐田文化振興会

TEL ： 0538-37-8551  ＦＡＸ ： 0538-37-5056

問
▲予約サイト

磐田ゆかりのアーティストが一堂に会し、 磐田愛をアツく奏でるスペシャルＬＩＶＥ

を３部構成でお届けします。 心を揺らす一期一会のステージにご期待ください！

第２０回遠江国分寺まつり第２０回遠江国分寺まつり

・ 一般　   ２,500 円 （税込）       

※未就学児入場不可

オリンピック卓球金メダリスト

静岡いわた PR 大使 静岡いわた PR 大使 

20 周年お祝いメッセージ20 周年お祝いメッセージ

〜市制施行２０周年冠事業〜〜市制施行２０周年冠事業〜

▲公式 LINE

この度は、 市制施行 20 周年おめでとうご
ざいます。 磐田市は、 私が卓球を始めた場所

であり、 その経験が今の
自分につながっています。
ここで育んだ挑戦する気
持ちを胸に、 これからも
自分自身の挑戦を続ける
とともに、 磐田市の発展
を願っています。

　市制施行 20 周年、 おめでとうございます。
磐田市で育ち、 サッカーを通じて多くの経験

ジュビロ磐田 

をさせていただきました。
温かく応援してくださる
地元の皆さんへの感謝を
胸に、 これからも磐田の
発展とスポーツの魅力を
伝えていけるよう頑張り
ます。 ©︎JUBILO　IWATA©︎JUBILO　IWATA

国分寺まつり実行委員会（今井）

TEL ： ０９０-9021-1327

磐田駅北口多目的広場磐田駅北口多目的広場
イルミネーション点灯式　イルミネーション点灯式　同時開催 午後５時45分〜同時開催 午後５時45分〜

・ オンライン販売

・ 電話販売　　　

　TEL ： 0538-37-8551

27日㈯午前 10時〜

2日㈭午前 10時〜

9月

10月

みんなで軽トラ市いわた☆駅前楽市実行委員会

（磐田商工会議所）

TEL ： ０５３８-３２-２２６１　FAX ： 0538-32-２２６４

磐田市観光協会　TEL ・ FAX ： 0538-3３-１２２２

水谷  隼 さん

DF ＃３　森岡　陸 選手

みんなで軽トラ市　いわた　 駅前夜市みんなで軽トラ市　いわた　 駅前夜市

▲ホーム
　 ページ

問

問
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▲ 20 周年

　　ページ

https://www.city.iwata.shizuoka.jp/shiseijouhou/profile/1014431/index.html
https://yyk1.ka-ruku.com/iwata-s/showList
https://totoumi-kokubunji.site/kokubunji-maturi.htm
https://lin.ee/WM12c2s


「イワタフォトニュース」は広報紙未掲載の

記事も含めFacebookで公開しています。

左記2次元コードよりご覧ください。

7/3 大相撲が磐田市にやって来る !

開催報告を行った尾上親方 ( 右 )

３４年ぶりに磐田市で行われる 「大相撲磐田場所」

の開催報告のため、 日本相撲協会巡業部の尾
おの　え　けい　し

上圭志

親方が市長を表敬訪問しました。

尾上親方は 「相撲を通して磐田市を盛り上げられ

るような場所にしたいです」 と話しました。

磐田場所は１２月１８日㈭に行われ、 ４年ぶりに

揃った東西の両横綱のほか、 県内出身力士など約

２００人が参加予定です。

磐田北幼稚園の年長児３７人が、 裁縫ボランティ

アの方と一緒に裁縫を体験しました。

針の扱い方、 縫い方を教わった園児たちは、 慣れ

ない裁縫に苦戦しながらもフェルトでおにぎりと具

材 ( 梅干し、 ゆで卵 ) を作製しました。

園児たちからは 「針を使ったのは初めてで少し怖

かったです」 「難しかったけど上手にできました」 な

どの感想が聞かれました。

ボランティアと一緒に裁縫する園児

手作り小物を作製7/2 

磐田南高校で磐田市消費生活相談員による 「消

費者トラブル防止講座」 が行われました。

成人年齢が１８歳に引き下げられ、 近年消費者トラ

ブルに遭う若者が少なくありません。 当日は被害に遭

わないための方法や契約に関する講義を行いました。

参加した学生からは 「１８歳で契約ができるのは

知りませんでした。 契約書をよく読むなどして、 ト

ラブルを避けたいです」 などの感想が聞かれました。

学生に講義する磐田市消費生活相談員

消費者トラブルを避けるために7/7 

　豊田北部幼稚園の園児３３人が、 地域の農家の畑

で、 トウモロコシの収穫体験を行いました。

　園児たちは自分の背丈と同じくらい大きく育った

トウモロコシ畑の中から食べ頃のものを見つけると、

両手で力いっぱい収穫しました。

　園児からは 「大きいトウモロコシが取れました」

「家で家族と一緒に食べたいです」 などの感想が聞

かれました。

夏の味覚の収穫体験6/30  

力いっぱいトウモロコシを収穫する園児
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「イワタフォトニュース」は広報紙未掲載の

記事も含めFacebookで公開しています。

左記2次元コードよりご覧ください。

新生児を抱っこする高校生

　
看護師になるために7/29

磐田市立総合病院で 「高校生 1 日ナース体験」

が行われ、 看護師を目指す高校生３９人が参加しま

した。 当日はナース服に着替え、 看護師に付き添わ

れながら入院患者の介助など、 看護の基礎を体験し

ました。

参加した都
つ

筑
づき

琳
りん

那
な

さんは 「看護体験は初めてだっ

たので、 とても緊張しました。 患者さんに寄り添う

ことができる看護師になりたいです」 と話しました。

7/12 レトロモダンな世界を楽しむ

香りの博物館で、 ９月２１日㈰まで 「マツオヒロミ

展〜レトロモダンファンタジア〜」 を開催しています。

レトロモダンな世界観を描いて人気のイラストレー

ター、 マツオヒロミさんの県内初の展覧会です。 イ

ラストやこだわりの小物の展示に加え、 作品世界を

体感できる香りの展示もあります。

香りと共に広がるマツオヒロミの世界をお楽しみ

ください。

人々を魅了する作品の数々

夏休みを前に豊田東幼稚園で花火教室が行われ、

園児３８人が参加しました。 消防職員、 磐田市女性

防災クラブの方を講師に招き、 花火で遊ぶ際の注意

事項などを学んだ後、 手持ち花火や噴出花火を楽し

みました。

当日は幼年消防クラブ編成式も行われ、 お揃いの

法被を着た園児たちが 「火遊びは絶対にしません！

火の用心！」 と誓いの言葉を述べました。

花火を楽しむ園児たち

火の用心！花火教室7/11  

「第２０回いわた夏祭 in ジュビロード」 がジュビ

ロードで開催されました。

当日は観光大使などによる 「しっぺい音頭」 や浴

衣 ・ 甚平で来場した人を対象としたスタンプラリー、

「ゆかたまつり」、 静岡ブルーレヴズのラグビー体験

会などのイベントが行われたほか、 約７０台のキッチ

ンカーや屋台が並び、 子どもから大人まで夏の風物

詩を楽しみました。

浴衣を着てしっぺい音頭を楽しむ子どもたち

磐田の夏の風物詩7/19
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特集の作成にあたり、

多くの方に取材など

のご協力をいただき、

ありがとうございまし

た。 この場をお借りし

てお礼申し上げます。

戦後 80 年の節目の

年に、 この特集を担

当することになり、 平

和の大切さを改めて

考えるきっかけになり

ました。 す

磐田市がカーボンニュートラルの実現に向けて９月

に実施するキャンペーンは何の買替キャンペーン？

① AED

② Ｌ ED

③ QED

今月のプレゼント

A 図書カード 1,000 円分　………1 ０名様

B 市制施行 20 周年記念紙製クリアファイル　　

　 & ステッカー　               ………２０名様

６月号の結果

答えは『②約1,400㎞』でし

た。（応募総数217通）

当選発表は賞品の発送を

もって代えさせていただき

ます。

【応募方法】　正解者の中から抽選でプレゼントが当たります。

９月１７日㈬までに、 はがき （当日消印有効）、 ＦＡＸまたは電子申請で、 クイ

ズの答え、 希望するプレゼント、 住所、 氏名、 年齢、 電話番号、 広報いわた

へのご意見を記入し、 広報広聴 ・ シティプロモーション課 （〒 438－8650　国

府台 3－1　FAX32－3946 ） へ ▲電子申請

磐
田
農
高
生
考
案
の
防
災
食
メ
ニ
ュ
ー

磐
田
農
高
生
考
案
の
防
災
食
メ
ニ
ュ
ー

　

酸
味
と
甘
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

温う
ん

州
し
ゅ
う

ミ
カ
ン
を
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
に
し
ま

し
た
。
災
害
時
に
不
足
し
が
ち
な
ビ

タ
ミ
ン
を
お
い
し
く
補
給
で
き
ま
す
。

■作り方

①鍋に水 (1 ℓ ) を入れて沸騰後、

重曹を入れる

②①に皮をむき１房ごとに分けたミ

カンを入れて弱火で５分ほど煮

込む

③ミカンを鍋から取り出し冷水で冷

やした後、 薄皮をむく

④鍋に水 (400 ㏄ ) と砂糖を入れ

て、 砂糖が完全に溶けて沸騰す

るまで火にかける

⑤煮沸殺菌した耐熱容器に③を入

れ、 ④を注ぐ

1 人分当たり 【エネルギー 624kcal】  
たんぱく質　0.5g　脂質　2.4g

ミ
カ
ン
シ
ロ
ッ
プ

ミ
カ
ン
シ
ロ
ッ
プ

〜
防
災
食

〜
防
災
食
メ
ニ
ュ
ー
〜

メ
ニ
ュ
ー
〜

■材料 （大人２人分）

水·····················１４００㏄

食用重曹·············小さじ１

ミカン·················１０個

砂糖 ( グラニュー糖 ) ２００g

※防災食として保存するため、 調理

用のビニール手袋を使用するなど、

素手でミカンに触らないようにしま

しょう

　

本
校
の
温
州
ミ
カ
ン
の
栽
培
過
程
で
出
た
摘て

き

果か

ミ

カ
ン(

※)

の
活
用
方
法
を
考
案
し
て
で
き
た
メ
ニ
ュ
ー

で
す
。

※
成
熟
前
に
間
引
か
れ
た
未
熟
な
ミ
カ
ン

私たちが考えました！私たちが考えました！

果肉が崩れてしまうので、 重曹を入れ過ぎないように

適量を守りましょう

冷水でしっかりと冷ますことで、 ミカンの薄皮がむきや

すくなります

POINT
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